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序章  調 査 の 概 要 
 

１．  調査の目的 

   

この調査は、東京農工大学の学生の生活実態を把握し、今後の学生のための厚生施策の充

実、教育・研究環境の改善及びサービスの向上等に役立たせるための資料を得ることを目的

として実施した。 

 

２．  調査の実施及び組織 

 

学生へのより良いサービス向上等に資するため平成２４年６月８日開催の教育・学生生活

委員会において、第７回学生生活実態調査を実施することが承認され、ワーキンググループ

が設置された。ワーキンググループでは、過去の実態調査の反省点を精査しつつ、調査内容

の企画立案、調査票の作成、調査結果の分析を実施し、ここに報告書を作成した。 

 

３．  調査の対象 

 

平成２４年１０月１日現在で本学に在籍している全学生（連合獣医学研究科、共同先進健

康科学で本学配置の学生を含む）を対象とした。 

ただし、休学者、研究生、科目等履修生及び留学中の学生は除いた。 

 

４．  調査の時期 

 

平成２４年１０月１日（月）～１０月２６日（金） 

 

５．  調査の方法 

 

学科ごとに必修科目の授業や研究室等で配布し、対象者自身が記入する（自記式）方式と

した。 

 

６．  調査の内容 （ ）は担当教員名 

   

Ⅰ．基本的事項（臼井 博明） Ⅱ．経済的状況（臼井 博明） Ⅲ．住居（木庭 啓介） 

Ⅳ．通学（木庭 啓介） Ⅴ．学業、学習環境（吉永 契一郎、藤井 恒人）  

Ⅵ．課外活動（服部  誠） Ⅶ．ボランティア活動（服部 誠） 

Ⅷ．学生生活（早川東作、馬渕麻由子）Ⅸ．進路（就職・進学）（渡辺元） 

Ⅹ．要望・意見等（前田和之） 

 

７． 発行年月日 

 

平成２５年４月８日（金） 

 

平成２５年４月１９日（金）
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調査の要旨 

 

１ 経済的状況（P6～P14） 

  １か月の平均収入は８万４千円であり、近年顕著な減少。特に、収入の４割を占める

家庭からの収入は、８年前の第５回調査から３割の減少であり、奨学金等の経済的支援

の充実が必要。18.4%の学生が経済的理由から学業継続に困難を感じており、その率は学

年の進行とともに増大。 

 

２ 住居環境（P15～P18） 

  学生寮を希望する者の割合は２５％で、前回調査から１２ポイントの大幅増。また、

留学生は４８％が学生寮を希望しており、留学生を含めた学生寮の整備充実が必要。 

 

３ 学業、学習環境（P20～P46） 

① カリキュラムの満足度（「満足」＋「やや満足」）は８３％で、前回調査から４ポ 

イント増の高評価。学部別では農学部７７％に対し、工学部８５％と高い。 

② 授業外学習に割く時間は、週６時間未満が５３％で、前回調査よりも１２ポイン 

ト減の改善傾向。また、授業外学習に必要な施設・設備は、順番に、図書館と学習 

スペース、無線ＬＡＮとなっている。これらの整備については、平成２５年度以降、 

整備・改修が予定されている。 

③ 講義室・実験室の満足度は７６％と高いが、満足していない者の 6割は机・椅子 

の改善を希望。そのほか講義室の形状、清掃、実験器具に対する改善希望が多い。 

④ 図書館の利用状況は、毎日と週２，３回を合わせて３５％と必ずしも高くないが、 

満足度は７４％と高い。満足していない理由は、開館時間が短い、ＰＣがない等。 

⑤ 海外活動希望者は４３％で、前期調査から９ポイント増加。博士課程を除けば学 

部１年次の海外希望者が５割と最も高く、グローバル化が進む中で、低学年ほど海 

外への意識が高い。海外留学を妨げる要因は経済的理由が７割以上、次いで語学・ 

海外生活に不安があるという理由からであり、グローバル化に向けたカリキュラム 

の整備や海外活動希望者の支援策の充実が必要。 

 

４ 学生生活（P58～P90） 

① 学生の悩みの二大テーマは、学業・研究３６％と進路・就職２９％で、８年前の第５

回調査から継続した傾向。 

② 対人関係の悩みも１９％であり、その相手は友人が５３％と最も高く、次いで教 

員の１６％。教員との悩みは学部４年次以上で２～３割と高く、教員と接する機会 

が増える時期に上昇。 

③ 今回の新規調査項目である学生同士の交流は、「たまにある」１２％、「ほとんど 
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第Ⅲ章 住居 

 
１３．現在の住居・生活形態 

  
回答者全体 4,386名中、1,887名（43.0%）が単身で生活している。これまでの調査と比較して男子学生 

の単身生活者は 47.2%（第 4回）→48.6%（第 5回）→47.2%（第 6回）→46.1%（今回）へ、女子学生は 

40.6%→37.9%→39.2%→35.4%と変異しており、近年若干の減少が認められる。また、学年間での違いを見て 

みると、学年が上がるにつれ単身生活者が増え、学部生は 40.8%、大学院生は 49.2%となっている。しかし 

これも前回より（42.9%と 51.2%）減少していると考えられる。平均収入減少の影響により（設問 7の調査結 

果）、単身生活者の割合が減少していると思われる。 

留学生の単身生活割合は 6割近くであるが、逆に 4割は共同生活を行っている。また、学業継続困難と 

感じた者の単身生活割合が 5割を超えている。 
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１４． 学生寮の満足度 

   
全体に満足度は高く、「満足」「やや満足」を含めると全体で 76.0%となった。男子で特に高く（男子 79.0%、 

女子 69.7%）、男子寮の改修（平成 22 年 3月に完成）により高い満足度が得られていると考えられる。 
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Q14.学生寮満足度
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１５． 学生寮への入居希望 

 
  1,129 名が学生寮の入居を希望していた。これは全体の約 25%程度と思われ、前回の 12.7%を大きく上回ってい 

ると考えられる。学生寮の環境が改善されたこと、そして家計支出の減少に対応したいという希望が合わさって 

いるものと考えられる。また経済的理由から学業継続困難と感じたことのある学生ではその 34.0%が希望しており 

前回の 25.7%から大幅に増加していると考えられる。留学生は入寮ができないものの、多くの希望者がいることが 

わかる。 

希望する住居タイプは個室タイプが圧倒的に多かった。学業継続困難を感じたことのある者が個室を希望する 

割合が低いことは、住居タイプを選択する余裕がないという状態であることを反映しているとも考えられる。 
 

Q15A.学生寮入寮希望<住居タイプ>

合計

シェア
タイプ
（共同
キッチ
ン等）

個室タ
イプ

全体 1129 116 1013
学部生 762 68 694

大学院生 362 47 315

男 777 79 698
女 346 36 310

留学生 78 15 63

学業継続困難者 273 35 238  
 

学生寮への入寮を希望しない理由として、ほとんどが単身生活の住居に満足しているからと理由を挙げている。 
また、3.5%の学生が、集団生活が苦手であるという理由を挙げている。 

 

回答数 ％
全体 4424 100.0

1 自宅だから 1770 40.0
2 単身生活の住居に満足しているから 1110 25.1
3 集団生活が苦手 155 3.5
4 その他 109 2.5

無回答 1280 28.9

Q15.B：＜本学学生寮に入寮していない方＞に伺います。本学学生寮への入居を希望しま
すか。/B＜入居を希望しない場合の理由＞　（SA）

 
 
 
１６． 国際交流会館への入居希望 

 
国際交流会館への入居希望は 57.2%におよび、高い割合を示しているものの、前回の約 75%という値からは減少 

している。118 名の留学生が入居を希望しており、5名は日本人学生が希望していると言うことになる。 

 
Q16.国際交流会館入居希望

合計
希望す

る
希望し
ない

全体 215 123 92
男 138 76 62
女 76 46 30  
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１７． 国際交流会館への満足度 

 
  国際交流会館に入居しているまたは入居したことのある留学生は、全体の 85%近くが「満足」「やや満足」との 
評価をしている。これは前回とほぼ同様の数字である。 
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第 IV 章 通学 

 

１８． 主な通学手段・方法 

学生の主な通学手段・方法は，全体で「徒歩」「自転車」「公共交通機関」の割合は前回とほとんど変わってい

ない。オートバイは 4.1%→2.1%→1.4%と回を追うごとに下がっており、バイク離れの傾向が目立つ。小金井キ

ャンパスでは徒歩の割合が府中キャンパスより高く、自転車の割合は逆になっており，4 割を超える学生が府中

キャンパスでは自転車を利用している。 
 

回答数 ％
全体 4424 100.0

1 徒歩 407 9.2
2 自転車 1614 36.5
3 オートバイ 61 1.4
4 自動車 193 4.4
5 公的交通機関（電車、バスなど） 2113 47.8

無回答 36 0.8

Q18：主な通学手段・方法は、何ですか。　（SA）

 
 
１９． 通学所要時間 

通学の片道所要時間は 30 分未満が 50.2%→49.9%→47.5%と減少傾向に、30～60 分未満が 16.3%→17.3%→ 

18.4%と増加傾向にあるが、1時間未満で通学している学生は 66.5%→67.2%→65.9%とさほどの変化は認めら 

れない。女子学生が男子学生と比較して遠距離通勤をしており、2時間を超える女子学生が 4.1%→2.4%→4.1 

%とまた増加している。 
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ない。オートバイは 4.1%→2.1%→1.4%と回を追うごとに下がっており、バイク離れの傾向が目立つ。小金井キ

ャンパスでは徒歩の割合が府中キャンパスより高く、自転車の割合は逆になっており，4 割を超える学生が府中

キャンパスでは自転車を利用している。 
 

回答数 ％
全体 4424 100.0

1 徒歩 407 9.2
2 自転車 1614 36.5
3 オートバイ 61 1.4
4 自動車 193 4.4
5 公的交通機関（電車、バスなど） 2113 47.8

無回答 36 0.8

Q18：主な通学手段・方法は、何ですか。　（SA）

 
 
１９． 通学所要時間 

通学の片道所要時間は 30 分未満が 50.2%→49.9%→47.5%と減少傾向に、30～60 分未満が 16.3%→17.3%→ 
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第 V 章  学業、学習環境 

 
２０．本学の入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）、教育課程の編成・実施方針 

（カリキュラム・ポリシー）、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び大学憲章の 

周知状況（複数回答可） 

 
   この質問は、今回より加えられたものである。図 20-1 に示されるように、三つのポリシーや大学 

憲章は、まだ十分に周知されているとは言えない。これを学年別にみると、低学年ほど理解している 

と言える。ただし、これらを最も理解しているのは、留学生と博士課程の学生であり、彼らの教育目 

標に対する関心の高さを示している。 

   これを部局別にみると、図 20-2 に示されるように、農学部の学生の方が、工学部の学生に比べて、 

周知度が高い。特に顕著なことは、連農において、アドミッション・ポリシー、ディプロマ・ポリシ 

ーの周知度が 40%を超えていることである。 

 

 
図 20-1 

 
 
 
             
  

アドミッション カリキュラム ディプロマ 大学憲章

学部1年 39.5% 29.4% 14.1% 7.3%
学部2年 30.8% 24.2% 11.9% 6.2%
学部3年 25.1% 21.6% 10.7% 7.7%
学部4年 24.9% 23.8% 13.3% 6.5%
修士 19.9% 20.4% 16.3% 9.3%
博士 38.2% 34.2% 37.8% 15.6%
全学生 28.0% 24.2% 14.8% 7.9%
留学生 53.9% 44.3% 40.7% 20.4%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%

Q20 三つのポリシーと大学憲章
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                 図 20-2 
  

アドミッション カリキュラム ディプロマ 大学憲章

農学部 36.8% 28.2% 13.7% 9.1%
工学部 25.1% 21.2% 11.5% 5.3%
農学府 22.4% 23.7% 17.6% 11.8%
工学府 21.7% 19.1% 18.8% 10.7%
連農 46.4% 8.7% 44.9% 15.9%
BASE 29.4% 19.4% 25.6% 11.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%
Q20 部局別
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２１．三つのポリシーや大学憲章の情報入手方法（複数回答可）  

   
図 21-1 に示されるように、学生が、三つのポリシーや大学憲章について情報を得るのは、主に募集

要項を通じてであり、本学 HP がこれに続く。今後の課題として、HP の積極的な活用や入学後のオリ

エンテーションの充実が望まれるところである。なお、カリキュラム・ポリシーやディプロマ・ポリ

シーに関しては、オリエンテーションの効果が高いことが分かる。 
 

 
            図 21-1 
 
  

募集要項 HP オリエンテー

ション
冊子

アドミッション 44.4% 32.7% 16.3% 6.6%
カリキュラム 39.3% 32.5% 20.0% 8.2%
ディプロマ 36.8% 32.9% 20.4% 10.0%
大学憲章 34.6% 35.1% 19.0% 11.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%
Q21 情報の入手方法
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２２．本学満足度 

 
   表 22-1 にあるように、大学に対する満足度は、「満足」と「ほぼ満足」で 89.7%であり、前回の 87.6%
とほとんど変わらない。近年、満足度が非常に高くなっていることが特徴である。特に、留学生の満

足度は 96.8%となっている。 
男女別では女性の満足度が高いこと、学部大学院の別では大学院生の満足度が高いこと、そして、

部局別では農学部の方が工学部よりも満足度が高いことも、これまでと同様である。なお、前回から

加わった学業継続困難者の満足度は 85.6%であり、前回の 81.9%より上昇している。 
   自由記述を拾うと、「授業方法」・「カリキュラム配置」・「設備」・「就職支援」「文系科目の少なさ」

に対する不満が目立つ。ただし、専門分野が自分の興味に合っていないことについては、入学段階で

のミスマッチも考えられる。 
これを学年別に見ると、図 22-1 にあるように、「満足」の割合は、初年次と学部 4 年次以降で高く、

学部 2・3 年次で低下している。大学院生は、「満足」の割合が高く、研究指導体制が充実していると

言える。また、部局別にみると、図 22-2 にあるように、連農の学生の満足度が高い。 
 
     表 22-1 
調査 第 3 回 第 4 回 第 5 回 第 6 回 第 7 回 
年度 H12 H15 H17 H21 H24 
全体 78.6% 79.9% 79.1% 87.6% 89.7% 
男 75.8% 77.9% 76.2% 86.2% 88.7% 
女 82.3% 84.1% 87.5% 91.4% 91.8% 
学部  76.7% 76.8% 85.7% 88.6% 
大学院 81.7% 87.4% 85.2% 92.2% 92.4% 
農学部 81.4% 83.6% 84.3% 88.6% 89.6% 
工学部 68.4% 72.1% 73.9% 84.5% 88.0% 
学業困難者    81.9% 85.6% 
留学生    92.8% 96.8% 
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      図 22-1 
 

 

      図 22—2 
 
 
 

満足 やや満足 やや不満 不満

学部1年 38.9% 51.7% 7.5% 1.9%
学部2年 30.7% 55.2% 10.5% 3.5%
学部3年 30.7% 57.9% 9.0% 2.5%
学部4年 36.3% 53.7% 7.6% 2.5%
修士 42.7% 48.4% 6.5% 2.3%
博士 51.7% 41.3% 6.0% 1.0%
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60%
70%

Q22 大学への満足度

満足 やや満足 やや不満 不満

農学部 38.3% 51.3% 8.3% 2.1%
工学部 31.9% 56.1% 8.8% 3.2%
農学府 48.6% 43.2% 6.4% 1.8%
工学府 42.5% 49.5% 6.4% 1.7%
連農 58.6% 32.8% 8.6% 0.0%
BASE 45.0% 50.6% 3.1% 1.3%
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70%

Q22 部局別
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２３．カリキュラム満足度 

 
表 23-1 に示すように、全体では、「満足」＋「やや満足」が 83.4%で、前回の 79.0％よりも上昇し

ている。また、10 年前には、50%程度であったことと比較して、満足度の割合が極めて高い。これに

ついては、平成 16 年以降、大学教育センター・全学共通教育機構等の設立、2 度のカリキュラム改革

によって、カリキュラムや教育改善に対する学内の意識が高まってきたことがあげられる。 
大学院生の満足度(87.2%)が学部生(82.0%)よりも高いことは、前回と同様であるが、男女別の満足度

については、男子学生が 83.7%、女子学生が 82.9%となり、前回と逆転している。留学生の満足度は

依然として高いが、前回より 5%程度の減少である。 
部局別の満足度は、農学部が 77.0%、工学部が 84.9%、農学府が 80.9%、工学府が 89.8%であり、

工学部・工学府が農学部・農学府より高いことも、前回と同様である。大学への満足度とカリキュラ

ムへの満足度は、農と工が逆転している。 
自由記述では、必修科目が多く選択の余地が狭いことや、時間割や科目配置に対する不満が記載さ

れている。 
図 23-1 に示されるように、学年別の満足度は、学部よりも大学院で高くなり、博士課程で最も高い。

学部 2 年次・3 年次に「満足」の割合が下がっており、卒業研究前のカリキュラムに工夫が求められる

ところである。 
 図 23-2 に特徴的なことは、「やや不満」とする割合が、農学部で 2 割近く、農学府で 15%以上ある

ことである。農学部は、大学への満足度が高いことを考えれば、カリキュラムについては、改善が求

められると言えよう。 
 

       表 23-1 
調査 第 3 回 第 4 回 第 5 回 第 6 回 第 7 回 
年度 H12 H15 H17 H21 H24 
全体 41.5% 52.8% 55.4% 79.0% 83.4% 
男  50.5% 53.3% 78.3% 83.7% 
女  57.7% 61.6% 81.3% 82.9% 
学部  50.4% 53.6% 77.9% 77.0% 
農学部 39.2% 52.4% 48.6% 71.6% 77.0% 
工学部 41.2% 49.2% 55.5% 80.7% 84.9% 
大学院 47.9% 58.6% 60.1% 82.0% 87.2% 
農学府    79.6% 80.9% 
工学府    82.5% 89.8% 
連農    80.0% 89.8% 
BASE    85.1% 84.6% 
留学生    95.7% 90.9% 
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    図 23-1 
 

 
     図 23-2 
 
 
 

 

満足 やや満足 やや不満 不満

学部1年 23.8% 62.5% 11.3% 2.4%
学部2年 18.6% 61.2% 16.4% 3.7%
学部3年 18.9% 60.6% 17.1% 3.4%
学部4年 21.9% 60.5% 14.9% 2.7%
修士 24.5% 61.4% 10.6% 3.5%
博士 38.4% 52.0% 5.6% 4.0%
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Q23カリキュラム満足度

満足 やや満足 やや不満 不満

農学部 17.7% 59.3% 19.5% 3.4%
工学部 22.8% 62.1% 12.0% 3.1%
農学府 28.8% 52.1% 16.9% 2.3%
工学府 25.2% 64.6% 7.7% 2.6%
連農 39.0% 50.8% 3.4% 6.8%
BASE 25.6% 59.0% 10.3% 5.1%
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Q23 部局別
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２４．教養科目（共通科目）を選択する際に重視した事柄（複数回答可） 

 
  図 24-1 に示されるように、学部生は、「時間割」や「科目の内容」、「学生同士の情報」で共通科 

目を選択する割合が高いが、学年が進むにつれて、「成績評価」を気にする割合が減少し、「担当教員」

によって選択するようになる。 

また、図 24-2 によれば、農学部の学生の方が、工学部学生よりも、科目を選択する理由を積極的 

にあげている。 

 

 
          図 24-1 
 
  
  

時間割 科目の内容 成績評価 担当教員
学生同士の

情報
初回出席

学部1年 62.7% 54.1% 40.9% 10.7% 58.1% 48.6%
学部2年 67.2% 56.1% 42.9% 18.8% 56.3% 62.1%
学部3年 61.2% 58.0% 56.2% 22.0% 54.2% 63.0%
学部4年 70.0% 65.4% 49.0% 19.8% 61.1% 63.1%
修士 55.5% 53.9% 36.2% 21.6% 52.8% 54.5%
博士 44.4% 52.4% 17.3% 35.1% 34.7% 32.0%
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Q24 共通科目の選択
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                     図 24-2 
 
 
  

時間割 科目の内容 成績評価 担当教員
学生同士の情

報
初回出席

農学部 69.1% 57.0% 52.0% 23.0% 57.1% 66.4%
工学部 60.6% 51.3% 42.9% 14.5% 55.8% 52.6%
農学府 62.0% 66.9% 34.3% 24.5% 45.3% 58.4%
工学府 56.5% 55.5% 38.9% 24.3% 57.2% 59.5%
連農 53.6% 71.0% 15.9% 37.7% 30.4% 30.4%
BASE 55.6% 51.1% 26.1% 23.3% 52.8% 39.4%
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Q 24 部局別
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２５．一週間の授業外学習時間 

 
   表 25-1 によれば、授業外学習に割く時間は、週 6 時間未満が 53.3%であり、第 5 回の 56.5%、 
第 6 回の 65.1%より改善している。 
図 25-1 については、男女差があまり見られないこと、農学府と工学府で差が見られないことなどが、

第 6 回と共通であり、週 6 時間未満の学生の割合が農学部で高いこと、大学院生の二極化の進行は、

今回の特徴である。学業継続困難者の場合、週 6 時間未満の学生の割合が 42.7%であり、前回の 
60.5%より大幅に下がって、全体の平均をも下回っている。 

図 25-2 にあるように、授業外学習時間は、学年が上がるにつれて長くなる。1 週間で 2～6 時間が 
多いが、これは、1 日に換算すると 30 分から 90 分であり、十分とは言えない。また、大学院生でも、

0 という学生が 5%以上存在する。博士課程の学生は、20 時間以上が 45%で突出している。 
      図 25-3 によれば、6 時間以内に農学部の学生が多く、10～20 時間に工学部の学生が多い。ここでは、

連農の学生の 6 割以上が 20 時間以上で突出している。 
 
        表 25-1 
  0 0-2 時間 2-6 時間 6-10 時間 10-20 時間 20 時間以上 
第 5 回(H17) 8.2% 16.3% 32.0% 22.2% 11.5% 9.9% 
第 6 回(H21) 8.6% 22.2% 34.3% 19.9% 8.7% 6.3% 
第 7 回(H24) 6.1% 16.0% 31.2% 20.0% 13.4% 13.3% 
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            図 25-1 
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                        図 25-2 
 

 
                     図 25-3 
 
 

0 2時間未満 2～6時間 6～10時間 10～20時間 20時間以上

学部1年 4.9% 16.0% 39.5% 23.0% 11.2% 2.7%
学部2年 4.5% 15.1% 38.8% 22.9% 13.7% 4.1%
学部3年 5.8% 16.9% 30.7% 25.5% 15.6% 3.9%
学部4年 6.2% 18.4% 31.1% 18.7% 15.3% 18.4%
修士 7.7% 15.4% 21.2% 13.6% 11.2% 22.8%
博士 7.6% 6.2% 14.7% 11.1% 10.2% 45.3%
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Q25 学年別授業外学習時間

0 2時間未満 2～6時間 6～10時間 10～20時間 20時間以上

農学部 5.1% 22.7% 38.3% 18.3% 8.7% 5.9%
工学部 5.6% 13.0% 31.6% 23.7% 16.3% 8.3%
農学府 6.9% 15.9% 24.5% 12.7% 11.0% 27.3%
工学府 7.2% 14.9% 22.3% 16.0% 12.3% 26.3%
連農 1.4% 2.9% 14.5% 4.3% 10.1% 63.8%
BASE 10.6% 15.6% 20.6% 12.8% 12.2% 22.8%
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２６．授業時間外の学習を行うのに必要な施設・設備や対策（複数回答可） 

 

   図 26-1 にあるように、学部生に希望が強いのは、図書館と学習スペースであり、前回の結果と変わ

らない。今年に特徴的なことは、PC よりも無線 LAN に対する希望の方が強くなったことである。こ

の点に関しては、本年度より、メディア・センターが無線 LAN の全学的な整備に着手しており、今後

の拡充が見込まれる。研究室に所属し、机等を確保している大学院生が、「不足がない」と回答する割

合が高いことも、前回と同様である。 
 図 26-2 にあるように、農学府や連農の学生は、特に、無線 LAN に対する希望が強い。 

 

 
   図 26-1 

 
 
  

図書館 学習スペース PC 無線LAN 不足なし

学部1年 53.6% 50.8% 21.4% 31.2% 14.6%
学部2年 66.3% 53.6% 26.9% 37.0% 9.6%
学部3年 65.5% 55.7% 26.6% 44.6% 9.1%
学部4年 66.5% 51.5% 24.0% 50.9% 11.6%
修士 47.3% 41.8% 18.7% 41.2% 15.9%
博士 44.0% 31.6% 15.6% 46.2% 23.6%
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             図 26-2 
 
  

図書館 学習スペース PC 無線LAN 不足なし

農学部 63.1% 57.3% 18.9% 40.9% 9.8%
工学部 60.2% 48.0% 27.1% 39.5% 12.0%
農学府 54.7% 46.1% 16.7% 50.6% 15.5%
工学府 50.0% 44.5% 21.6% 42.8% 14.9%
連農 36.2% 36.2% 18.8% 55.1% 26.1%
BASE 47.2% 35.6% 12.8% 38.9% 21.1%
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２７．授業における疑問についての対処方法（複数回答可） 

 
   図 27-1 にあるように、「自分で調べる」または「学生同士で相談する」学生が多いことは、前回と

同様である。「担当教員に質問する」学生の割合は、学年が進むにつれて、徐々に高まっている。その

一方、「学生同士で相談する」という割合が、大学院生では少なくなる。大学院生であっても、「担当

教員に質問する」割合は、3割に留まる。 

   図 27-2 によれば、農学府・連農の学生は、授業内外で担当教員に質問する割合が高く、学生同士で

相談する割合が低い。 
 

 
              図 27-1 
 
  

授業中 授業外 学生同士 自分で 何もしない

学部1年 12.4% 27.0% 74.3% 72.6% 3.6%
学部2年 10.7% 28.8% 74.0% 78.6% 4.8%
学部3年 14.9% 33.6% 71.8% 77.9% 3.9%
学部4年 15.3% 35.0% 72.0% 87.9% 3.7%
修士 16.4% 31.2% 57.9% 75.2% 3.9%
博士 33.3% 37.3% 44.0% 75.6% 1.3%
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           図 27-2 

授業中 授業外 学生同士 自分で 何もしない

農学部 13.5% 39.0% 68.5% 80.5% 4.5%
工学部 12.9% 25.6% 72.6% 75.7% 3.5%
農学府 22.9% 46.1% 53.1% 81.2% 4.5%
工学府 17.0% 30.5% 63.8% 81.7% 3.8%
連農 46.4% 46.4% 37.7% 69.6% 0.0%
BASE 20.0% 26.1% 56.1% 76.1% 3.9%
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２８．講義室、実験室の満足度 

 

  前回の調査では、全体で「満足」+「やや満足」と答えた学生が 23.3％＋57.3％＝80.6％であった。

今回は 24.8％＋50.9％＝75.7％と 4.9％と満足度が下がっている。特に工学部、工学府の満足度の低

下が顕著である（工学部：82.6％→75.7％、工学府：87.7％→78.0％）。 

（参考：農学部：70.9％→73.7％、農学府：73.8％→69.7％） 

 前回、府中キャンパスと小金井キャンパスの間の設備の格差が指摘されていたが、今回の調査ではそ

の差がかなり改善され、格差がほぼ解消されている。 

 

 

調査 第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 第 7回 

年度 H6 H9 H12 H15 H17 H21 H24 

良い（％） 44.2       

満足している（％）  38.9 41.4 63.7 69.6   

満足＋やや満足（％）      80.6 75.7 

※選択肢は第 1 回は「良い」「良くない」「早急に改善を要する」の３択、第 2～5 回は「満足している」

「満足していない」の２択、第 6～7回は「満足」「やや満足」「やや不満」「不満」の４択。 
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（第Ⅴ章 学業、学習環境） 
 
２８．講義室、実験室にどの程度満足していますか。

前回の調査では、全体で「満足」 「やや満足」と答えた学生が ％＋ ％＝ ％であった。今

回は ％＋ ％＝ ％と ％と満足度が下がっている。回答者数が 名→ 名と増えた

ことも原因の一つとして考えられるが、工学部、工学府の満足度の低下が顕著である（工学部： ％

→ ％、工学府： ％→ ％）。

（参考：農学部： ％→ ％、農学府： ％→ ％）

前回、府中キャンパスと小金井キャンパスの間の設備の格差が指摘されていたが、今回の調査ではそ

の差がかなり改善され、格差がほぼ解消されている。
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２９．講義室、実験室の改善希望（複数回答可） 

 

  講義室、実験室に対して「やや不満」、「不満」と回答している者のうち、約 60％は机、椅子に対し

て改善を希望している。自由記述からは「机の狭さ」「椅子の固さ」に対する不満が多い。講義室の形

状については工学部生の改善希望が多く約 40％にのぼる。特に 0711、0811、1151 教室の不満が多い。

清掃に関しては農学部生の約 40％が指摘している。今回選択肢になかった項目で、空調に対する不満

の自由記述が多かった（自由記述 196 件中 43 件）。 

 

※回答の選択数 

 机、椅子 講義室の形 

機器類（スク
リーン・プロ
ジェクター、
マイク） 

床・壁・天井 清掃 実験器具 その他 

全体 672 327 245 159 287 268 117 

学部生 510 253 184 113 212 168 97 

大学院生 158 71 61 46 75 100 20 

農学部 175 45 78 41 119 77 51 

工学部 335 208 106 72 93 91 46 

農学府 46 12 20 16 21 34 12 

工学府 85 51 33 19 39 47 4 

連合農学
研究科 8 4 4 3 3 6 2 

BASE 17 4 3 7 11 11 2 
技術経営
研究科 0 0 0 0 0 0 0 

連合獣医
学研究科 2 0 1 1 1 2 0 

男 483 241 171 116 191 200 64 

女 185 84 74 43 96 68 52 

  

机、椅子 講義室の形

機器類（スクリー

ン・プロジェク

ター、マイク）

床・壁・天井 清掃 実験器具 その他

全体 63.1% 30.7% 23.0% 14.9% 26.9% 25.2% 11.0%

学部生 63.8% 31.7% 23.0% 14.1% 26.5% 21.0% 12.1%

大学院生 60.5% 27.2% 23.4% 17.6% 28.7% 38.3% 7.7%

農学部 58.5% 15.1% 26.1% 13.7% 39.8% 25.8% 17.1%

工学部 67.0% 41.6% 21.2% 14.4% 18.6% 18.2% 9.2%

農学府 62.2% 16.2% 27.0% 21.6% 28.4% 45.9% 16.2%

工学府 58.2% 34.9% 22.6% 13.0% 26.7% 32.2% 2.7%
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Q29.講義室、実験室の改善希望（「やや不満」+「不満」回答者：複数回答可）

2 

２９．講義室、実験室のどのようなところに改善を望みますか。（複数回答可）

講義室、実験室に対して「やや不満」、「不満」と回答している者のうち、約 ％は机、椅子に対して

改善を希望している。自由記述からは「机の狭さ」「椅子の固さ」に対する不満が多い。講義室の形状に

ついては工学部生の改善希望が多く約 ％にのぼる。特に 、 、 教室の不満が多い。清掃に

関しては農学部生の約 ％が指摘している。今回選択肢になかった項目で、空調に対する不満の自由記

述が多かった（自由記述 件中 件）。

※回答の選択数

机、椅子 講義室の形

機器類（スク
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３０．自習室、ＰＣ教室の満足度 

 

  自習室、ＰＣ教室の満足度は今回から調査項目に加わった。全体の「満足」＋「やや満足」の割合

は、27.9％＋54.9％＝82.8％で高い満足度と言えるであろう。 

 「やや不満」、「不満」と回答した学生の自由記述では部屋の不足（95 件）、ＰＣのスペックに対する不

満（94 件）が多かった（自由記述 325 件）。部屋の不足は学部生からの希望が多く（77 件）、ＰＣのス

ペックに対する不満は工学部、工学府の学生からの要望が多い（73件）。自習室の席数の不足、机、椅

子の改善に対する要望（41件）、開室時間、スケジュールに対する要望（37 件）も挙げられている。 
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3 

３０．自習室やＰＣ教室にどの程度満足していますか。

自習室、ＰＣ教室の満足度は今回から調査項目に加わった。全体の「満足」＋「やや満足」の割合は、

％＋ ％＝ ％で高い満足度と言えるであろう。

「やや不満」、「不満」と回答した学生の自由記述では部屋の不足（ 件）、ＰＣのスペックに対する不

満（ 件）が多かった（自由記述 件）。部屋の不足は学部生からの希望が多く（ 件）、ＰＣのスペ

ックに対する不満は工学部、工学府の学生からの要望が多い（ 件）。自習室の席数の不足、机、椅子の

改善に対する要望（ 件）、開室時間、スケジュールに対する要望（ 件）も挙げられている。
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３１．実験・実習の危険体験 

 

  前回の調査では「あった」の回答が 276 件、9.0％であった（n=3,081）。今回は「身近であった」を

選択肢に加えたため、件数は「身近であった」＋「自分自身にあった」＝317 件であるが割合は 4.0％

で減少していると言えるであろう。学部、学科、大学教育センターの安全教育、ＴＡ研修の成果と言

えるであろう。 

  内容は農学部、農学府で野外活動で「ハチに刺された」、「山の斜面で転倒」などが多く、農、工の

両学部、府で薬品、火の取り扱いに関するケースが多い。 

 

調査 第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 第 7回 

年度 H6 H9 H12 H15 H17 H21 H24 

あった（％）   20.9 11.6 12.5 9.0 7.3 

なかった（％）   79.1 88.4 87.5 91.0 92.7 

※設問は第 3 回は「機械・器具等の操作で危険を感じたことがありますか」、第 4 回以降は今回と同様。 

 今回の第 7回より、選択肢の「あった」は「身近であった」＋「自分自身にあった」 

全体 学部生 大学院生 農学部 工学部 農学府 工学府 男 女

身近であった 4.0  3.3  6.0  3.9  2.9  4.1  6.2  3.7  4.8 

自分自身にあった 3.3  2.8  4.6  3.8  2.2  5.7  3.9  3.2  3.5 
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Q31.実験・実習時の危険体験

合計 なかった 身近であった 自分自身にあった

全体 4,356 4,039 175 142

学部生 3,168 2,976 104 88

大学院生 1,175 1,050 71 54

農学部 1,120 1,033 44 43

工学部 2,048 1,943 60 45

農学府 244 220 10 14

工学府 665 598 41 26

連合農学研究科 67 58 7 2

BASE 178 156 12 10

技術経営研究科 1 0 0 1

連合獣医学研究科 20 18 1 1

男 3,094 2,881 115 98

女 1,246 1,142 60 44
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３１．実験・実習の際に危険を感じたことがありましたか。

前回の調査では「あった」の回答が 件、 ％であった（ ）。今回は「身近であった」を選

択肢に加えたため、件数は「身近であった」＋「自分自身にあった」＝ 件であるが割合は ％で減

少していると言えるであろう。

内容は農学部、農学府で野外活動で「ハチに刺された」、「山の斜面で転倒」などが多く、農、工の両

学部、府で薬品、火の取り扱いに関するケースが多い。

全体 学部生 大学院生 農学部 工学部 農学府 工学府 男 女

身近であった 4.0 3.3 6.0 3.9 2.9 4.1 6.2 3.7 4.8 

自分自身にあった 3.3 2.8 4.6 3.8 2.2 5.7 3.9 3.2 3.5 
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実験・実習時の危険体験
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３２．図書館の利用頻度 

 

  図書館の利用頻度に関する調査は、前回まで選択肢を「よく利用する」「ときどき利用する」「全く

利用しない」の３択で聞いており、今回の調査と直接比較することはできない。 

  仮に「よく利用する」を今回の「毎日」と「週に２～３回」の合計とみなすと、前回の「よく利用

する」が 34.5％に対して、今回は 6.5＋29.6＝36.1％となりほぼ変化なしと考えることができる。同

様に学部生については前回が 39.7％に対して今回が 8.0＋36.4＝44.4％、大学院生が前回 20.9％に対

して今回が 2.3＋11.4＝13.7％という結果である。自由記述の大学院生の回答をみると、「研究室で十

分」、「ほしい本は研究室にある」という回答が多く、逆に研究室に所属しない学部生の自習、文献検

索の場となっていることがうかがえる。 

  前回、「学業継続困難者」に対する分析で「利用頻度に影響を与えていない」という見解があったが、

前回の「よく利用する」の 36.4％に対して、今回は 8.5＋25.1＝33.6％という結果であり、同様に経

済的な問題との関与はみられない。 

  留学生は前回の「よく利用する」の 28.1％に対して、今回は 7.9＋32.7＝40.6％と大幅に増加、学

部生に近い高い割合となっている。 

 

第６回（H21） 

（％） 

よく利用する ときどき利用する 
全く利用し

ない 

34.5 61.4 4.1 

第７回（H24） 

（％） 

毎日 週に 2～3回 週に 1回 2週間に 1回 1月に 1回 
ほとんど利

用しない 
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Q32.図書館の利用頻度
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３２．図書館の利用頻度は、どのくらいですか。

図書館の利用頻度に関する調査は、前回まで選択肢を「よく利用する」「ときどき利用する」「全く利

用しない」の３択で聞いており、今回の調査と直接比較することはできない。

仮に「よく利用する」を今回の「毎日」と「週に２～３回」の合計とみなすと、前回の「よく利用す

る」が ％に対して、今回は ＋ ＝ ％となりほぼ変化なしと考えることができる。同様に

学部生については前回が ％に対して今回が ＋ ＝ ％、大学院生が前回 ％に対して今

回が ＋ ＝ ％という結果である。自由記述の大学院生の回答をみると、「研究室で十分」、「ほ

しい本は研究室にある」という回答が多く、逆に研究室に所属しない学部生の自習、文献検索の場とな

っていることがうかがえる。

前回、「学業継続困難者」に対する分析で「利用頻度に影響を与えていない」という見解があったが、

前回の「よく利用する」の ％に対して、今回は ＋ ＝ ％という結果であり、同様に経済

的な問題との関与はみられない。

全体

学部生

大学院生

農学部

工学部

農学府

工学府

男

女

留学生

学業継続困難者

毎日 週に ～ 回 週に 回 週間に 回 月に 回 ほとんど利用しない

図書館の利用頻度



 41 

 

３３．図書館の主な用途（複数回答可） 

 

  図書館の主な用途は前回同様、約 80％が「学習や研究に必要な文献を閲覧・借りる」と回答してい

る（前回、全体で 83.1％、今回は 82.2％）。 

  「自習室として使う」の割合は学部生、大学院生ともに小金井キャンパスに対して府中キャンパス

のほうが高く、個人的な学習スペースの環境の違いをあらわしている。これは３４の不満の原因にも

つながっており、たとえば自習スペースが少ない、狭いから改善してほしいという要望は農学部で 33

件あり、工学部は 8件にとどまる。 

 

 

 学習や研究

に必要な文

献を閲覧・借

用する。 

「０１」以外

の一般的な

文 献 を 閲

覧・借用す

る。 

情報端末を

利用して文

献検索を行

う。 

「０３」以外

の目的で情

報端末を利

用する 

自習室とし

て使う 

 

グループ学

習室として

利用する 

その他 

 

第６回（H21） 

（％） 
84.3 21.8 24.4 27.0 60.3  1.6 

第７回（H22） 

（％） 
82.2 16.4 17.4 17.7 55.0 17.7 0.8 

※第６回は「グループ学習室として利用する」の選択肢なし 

  

01.学習や研究に必要

な文献を閲覧・借り

る

02.「01」以外の一般

的な文献を閲覧・借

りる

03.情報端末を利用し

て文献検索を行う

04.「03」以外の目的

で情報端末を利用す

る

05.自習室として使う
06.グループ学習室と

して利用する
07.その他

全体 82.2 16.4 17.4 17.7 55.0 17.7 0.8 

学部生 79.7 14.9 20.4 22.5 65.9 22.1 0.8 

大学院生 88.9 20.3 9.4 4.9 25.9 5.8 1.0 

農学部 82.8 17.9 22.7 28.3 73.8 25.9 0.9 

工学部 78.1 13.3 19.1 19.3 61.6 19.9 0.7 

農学府 89.3 24.6 12.3 7.0 38.1 8.2 1.2 

工学府 89.7 19.3 8.4 4.8 22.4 6.0 1.0 
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Q33.図書館の主な用途（複数回答可）
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３３．図書館の主な用途は何ですか。（複数回答可）

図書館の主な用途は前回同様、約 ％が「学習や研究に必要な文献を閲覧・借りる」と回答している

（前回、全体で ％、今回は ％）。

「自習室として使う」の割合は学部生、大学院生ともに小金井キャンパスに対して府中キャンパスの

ほうが高く、個人的な学習スペースの環境の違いをあらわしている。これは３４の不満の原因にもつな

がっており、たとえば自習スペースが少ない、狭いから改善してほしいという要望は農学部で 件あり、

工学部は 件にとどまる。
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る

「 」以外の一般

的な文献を閲覧・借

りる

情報端末を利用し

て文献検索を行う

「 」以外の目的

で情報端末を利用す

る

自習室として使う
グループ学習室と

して利用する
その他
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３４．図書館の満足度 

 

  前回調査の全体の「満足」＋「やや満足」は 21.2＋52.9＝74.1％で、今回は 24.3＋47.5＝71.8％と

微減となっている。一番大きな変化があったのは工学部生で、前回 21.0＋56.2＝77.2％が 21.4＋48.2

＝69.6％と 7.6％ダウンしている。工学部の自由記述で、空調に対する不満が 127件と、夏の節電の影

響が出ていると考えられている。また「うるさい」という不満も 52件あり、利用時のマナーの悪さも

関与しているようである。 

  「やや不満」、「不満」を回答した理由で自由記述の内容は、空調に関して 167 件、開館スケジュー

ル 142 件、蔵書の量、種類について 127 件の順で多い（646 件中）。空調は夏の節電に関するものがほ

とんどである。開館スケジュールは「休日が多い」、「土日休日の開館時間が短い」、「閉館時間を遅く

してほしい」という要望が多い。すでに改修されているが、「雨漏りがひどい」という指摘もあった。 

24 時間 365 日利用できる大学図書館ができるなど、図書館の運用改善が進む潮流の中で、今後も同

様の要望が増えていくであろう。蔵書の種類、量に関しては、一般書、人文・社会科学系の蔵書を希

望する声があった。 

 留学生の満足度は 35.4＋46.8＝82.2％と非常に高い。 

 

 

全体（％） 満足 やや満足 やや不満 不満 

第６回（H21）（％） 21.2 52.9 19.3 6.6 

第 7回（H24）（％） 24.3 47.5 20.3 7.8 
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３４．図書館にどの程度満足していますか。

前回調査の全体の「満足」＋「やや満足」は ＋ ＝ ％で、今回は ＋ ＝ ％と微

減となっている。一番大きな変化があったのは工学部生で、前回 ＋ ＝ ％が ＋ ＝

％と ％ダウンしている。工学部の自由記述で、空調に対する不満が 件と、夏の節電の影響が

出ていると考えられている。また「うるさい」という不満も 件あり、利用時のマナーの悪さも関与し

ているようである。

「やや不満」、「不満」を回答した理由で自由記述の内容は、空調に関して 件、開館スケジュール

件、蔵書の量、種類について 件の順で多い（ 件中）。空調は夏の節電に関するものがほとん

どである。開館スケジュールは「休日が多い」、「土日休日の開館時間が短い」、「閉館時間を遅くしてほ

しい」という要望が多い。 時間 日利用できる大学図書館ができるなど、図書館の運用改善が進む

潮流の中で、今後も同様の要望が増えていくであろう。蔵書の種類、量に関しては、一般書、人文・社

会科学系の蔵書を希望する声があった。
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３５．在学中の海外活動経験 

 

  前回調査で全体のうち海外活動経験がある学生は 247件（8.2％）であった。今回は 420件（9.7％）

である。回答者が大幅に増えているため単純に比較することはできないが、学部生で 1.1％、大学院生

で 3.2％増加している。 

  学年別に見ると、学部３年時から活動経験者が増加していくようすがわかる。 

 

 

全体（％） ある ない 

第６回（H21）（％） 8.2 91.8 

第 7回（H24）（％） 9.7 90.3 
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３５．在学中に海外で活動したことがありますか。（留学を含む）

前回調査で全体のうち海外活動経験がある学生は 件（ ％）であった。今回は 件（ ％）

である。回答者が大幅に増えているため単純に比較することはできないが、学部生で ％、大学院生で

％増加している。

学年別に見ると、学部３年時から活動経験者が増加していくようすがわかる。
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３６．海外での活動希望の有無 

 

  海外活動の希望者は前回調査の全体 882 件（33.9％）に対して 1,636 件（42.7％）と大幅に増加し

ている。学年別に見ると博士課程を除けば学部１年次が一番高く、グローバル化が進む中で低学年ほ

ど海外への意識が高まっていることがうかがえる。一方で大学院修士２年以上（対象者 387 名）のう

ち 66.4％が海外活動の希望がなく、今後就職しても進学しても国際感覚が必要とされる世の中に、ど

う対応していくのか不安なところである。 

 

 

全体（％） ある ない 

第６回（H21）（％） 33.9 66.1 

第 7回（H24）（％） 42.7 57.3 
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３６．在学中に海外で活動する希望がありますか。（留学を含む）

海外活動の希望者は前回調査の全体 件（ ％）に対して 件（ ％）と大幅に増加して

いる。学年別に見ると博士課程を除けば学部１年次が一番高く、グローバル化が進む中で低学年ほど海

外への意識が高まっていることがうかがえる。一方で大学院修士２年以上（対象者 名）のうち ％

が海外活動の希望がなく、今後就職しても進学しても国際感覚が必要とされる世の中に、どう対応して

いくのか不安なところである。

全体

学部生

大学院生

農学部

工学部

農学府

工学府

男

女

学部 年次

学部 年次

学部 年次

学部 年次以上

大学院修士 年次

大学院修士 年次以上

大学院博士課程

ある ない

海外活動希望の有無
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３７．海外での活動の目的・内容（複数回答可） 

 図 Q37-1 でみると、「語学研修、語学留学」、「異文化交流」を希望する学生は学部生に多く、「研究

活動」を希望する学生は大学院生に多い。しかし図 37-2 では「研究活動」を希望する学生数は学部１

年次から大学院生まで大きな変化はなく、100 名強の学生は入学時点から国際的な場で研究活動を希望

している様子がうかがえる。 

 

全体（％） 
語学研修、語

学留学 
交換留学 研究活動 異文化交流

サマースク

ール 

ワーキング

ホリデー 

国際ボラン

ティア 

インターン

シップ 
その他 

第６回（H21） 30.6 7.6 18.3 19.5 3.3 4.7 7.0 6.5 2.5 

第 7 回（H24） 60.8 14.0 39.8 39.8 10.6 9.6 13.8 18.3 2.7 

語学研修、語

学留学
交換留学

研究活動（準

備を含む）
異文化交流

海外の大学の

サマースクー

ル等

ワーキングホ

リデー

青年海外協力

隊等の国際ボ

ランティア

海外インター

ンシップ
その他

全体 60.8 14.0 39.8 39.8 10.6 9.6 13.8 18.3 2.7 

学部生 67.6 15.0 32.8 45.4 12.6 10.9 16.1 21.1 2.1 

大学院生 44.4 11.4 56.6 26.1 5.4 6.4 8.2 11.6 3.9 

農学部 63.1 14.9 31.2 49.1 14.9 12.0 23.5 20.6 2.2 

工学部 70.4 15.1 33.8 43.1 11.2 10.2 11.5 21.4 2.1 

農学府 46.6 9.0 51.9 19.5 4.5 3.0 12.8 9.0 3.8 

工学府 47.3 11.9 58.8 30.2 4.8 8.0 5.1 13.8 4.2 
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Q37-1 海外活動の目的・内容（複数回答可）

語学研修、語

学留学
交換留学 研究活動 異文化交流

サマースクー

ル

ワーキングホ

リデー

国際ボラン

ティア

インターン

シップ
その他

学部 1年次 256 63 114 193 47 30 71 71 5

学部 2年次 272 50 94 173 55 45 71 81 8

学部 3年次 199 48 123 130 42 33 36 68 8

学部 4年次以上 238 53 131 153 40 48 53 80 10

大学院修士 1年次 124 28 115 74 10 20 24 36 5

大学院修士 2年次以上 109 24 117 67 16 16 19 23 7

大学院博士課程 45 19 116 23 6 4 7 15 11
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Q37-2 海外活動の目的（複数回答可）

10 

３７．海外で活動を希望する目的・内容は何ですか。（複数回答可）

図 でみると、「語学研修、語学留学」、「異文化交流」を希望する学生は学部生に多く、「研究活

動」を希望する学生は大学院生に多い。しかし図 では「研究活動」を希望する学生数は学部１年次

から大学院生まで大きな変化はなく、 名強の学生は入学時点から国際的な場で研究活動を希望してい

る様子がうかがえる。

語学研修、語

学留学
交換留学

研究活動（準

備を含む）
異文化交流

海外の大学の

サマースクー

ル等

ワーキングホ

リデー

青年海外協力

隊等の国際ボ

ランティア

海外インター

ンシップ
その他
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農学部

工学部

農学府
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0.0 

10.0 

20.0 

30.0 

40.0 

50.0 

60.0 

70.0 

80.0 

選
択
率
（
％
）

海外活動の目的・内容（複数回答可）

語学研修、語

学留学
交換留学 研究活動 異文化交流

サマースクー

ル

ワーキングホ

リデー

国際ボラン

ティア

インターン

シップ
その他
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３８．海外での活動を妨げる要因（複数回答可） 

 

  海外活動を妨げる一番大きな要因は「経済的理由」があがっている。特に農学府、工学府の大学院

生は約 90％が要因にあげており、何らかの支援が必要と考えられる。図 38-2 より修士、博士課程で合

計 329 名が必要としている。 

また「語学・海外生活に不安がある」は各層で 40％前後要因にあげており、英語などの語学教育に

対するニーズがうかがえる。 

 
 

経済的理由
認定される単位が

少ないから

語学・海外生活に

不安があるから

留年する可能性が

高くなるから
就職活動が遅れるから その他

全体 74.6 19.2 45.8 36.8 29.7 4.4 

学部生 71.0 20.6 46.6 38.4 27.5 3.5 

大学院生 87.4 14.6 43.1 31.1 37.8 7.0 

農学部 77.4 20.7 47.1 38.8 26.2 4.3 

工学部 67.2 20.5 46.3 38.2 28.3 3.1 

農学府 92.7 13.4 36.6 34.1 39.0 9.8 

工学府 90.2 17.4 47.8 32.1 45.7 5.4 
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Q38-1 海外での活動を妨げる要因（複数回答可）

経済的理由
認定される単位が少

ない

語学・海外生活に不

安

留年する可能性が高

くなる
就職活動が遅れる その他

学部 1年次 221 70 176 113 69 8

学部 2年次 227 74 144 146 88 13

学部 3年次 206 67 131 118 87 16

学部 4年次以上 229 47 137 110 100 6

大学院修士 1年次 148 26 66 57 79 8

大学院修士 2年次以上 118 21 53 34 47 13

大学院博士課程 63 8 39 21 12 6
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Q38-2 障害要因
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３８．海外での活動を妨げる要因は何だと思いますか。（複数回答可）

海外活動を妨げる一番大きな要因は「経済的理由」があがっている。特に農学府、工学府の大学院生

は約 ％が要因にあげており、何らかの支援が必要と考えられる。図 より修士、博士課程で合計

名が必要としている。

また「語学・海外生活に不安がある」は各層で ％前後要因にあげており、英語などの語学教育に対す

るニーズがうかがえる。

経済的理由
認定される単位が

少ないから

語学・海外生活に

不安があるから

留年する可能性が

高くなるから
就職活動が遅れるから その他

全体

学部生

大学院生

農学部

工学部
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工学府
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第Ⅵ章 課外活動

３９ サークル加入の有無

サークルへの加入状況は、全体では、 が「加入している」、 が「以前加入していた」、

が「加入したことがない」と答えている。学部別にみると、「加入している」と答えた割合は農学部が

と工学部の より高く、逆に「加入したことがない」と答えた割合は工学部が で農学部

の より高い。また男女別でみると、女子学生の方が「加入している」と答えた割合の が男子

学生の より高く、課外活動への意欲が窺える。なお、本学におけるデータには、大学院生の回答も

含まれる。

これまでの調査を振り返ると、「加入している」と「以前加入していた」を合わせた数値が、第 回から

第 回まではあまり変化が無く ～ 程度であったが、前回には約 まで増えた。さらに今回は

％まで伸びており、学生が課外活動に対して積極になってきたことが窺える。

 

 
 
調査 第 1 回 第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 5 回 第 6 回 第 7 回 
年度 H6 H9 H12 H15 H17 H21 H24 
加入している 49.0 50.4 48.3 43.1 44.7 51.0 55.9 
加入していた 23.5 22.2 27.9 28.4 28.6 28.3 27.5 
加入していない 27.4 27.4 23.8 28.5 26.7 20.7 16.6 
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４０ 加入しているサークル団体の種類

 
加入しているサークル団体は、全体では、体育系サークル が約半数を占め、以下、文科系サークル

、音楽系サークル の順である。男子学生と女子学生を比較すると、男子学生は体育系が多く

、女子学生も体育系が多いものの、文科系 や音楽系 の割合が高い。両学部を比較する

と、工学部の方が、文科系 、体育系 の割合が高い。

全体の傾向は、前々回、前回と比較して、同様のものであった。

 

 
 
 
調査 第 回 第 回 第 回 第 回 第 回 第 回 第 回

年度

文科系サークル

音楽系サークル

体育系サークル

つ以上

その他

第 回～第 回は、文科系、音楽系、体育系、 つ以上の区分で調査を実施。

第 回以降は、文科系、音楽系、体育系、その他の区分で調査を実施。 
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４１ 一週間の平均活動時間

 
全体では、「 時間～ 時間」 が最も多く、ついで「 時間～ 時間」 であり、「 時間以上」

の者もかなり存在している。男子学生と女子学生を比較すると、男子学生、女子学生ともに「 時間

～ 時間」が最も多く、ついで「 時間～ 時間」が多い。女子学生については、「 時間～ 時間」の者は

とかなり多い。学部生では、多い順に「 時間～ 時間」「 時間～ 時間」となっているが、大学院生

では「 時間未満」が最も多い 点で異なっている。

過去の調査と比較して、全体的な傾向は、多少の変動はあるものの、同様であると考えられた。

 

 
 
調査 第 3 回 第 4 回 第 5 回 第 6 回 第 7 回 
年度 H12 H15 H17 H21 H24 
1 時間未満 27.2 21.6 16.8 17.5 20.7 
1時間～5時間未満 35.8 33.9 37.0 36.1 35.0 
5 時間～10 時間未

満 
20.1 24.9 26.5 26.0 27.6 

10 時間以上 16.9 19.7 19.7 20.4 18.5 
第 回、第 回については、設問の形式が第 回目以降とは異なり、 日当たりの活動時間としていたため、

今回データ比較を行えなかった。 
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４２ 課外活動の不満の有無

 
 課外活動に関して不満があると回答したのは、全体で であり、全体の の学生が満足しているとい

う結果であった。

前回の調査と比較すると、不満がないという回答が約 増えている。

 

 
 
調査 第 1 回 第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 5 回 
年度 H6 H9 H12 H15 H17 
満足している 87.3 53.3 54.0 --- --- 
満足していない 11.0 46.7 46.0 --- --- 

 
調査 第 6 回 第 7 回 
年度 H21 H24 
不満がある 30.3 25.7 
不満がない 69.7 74.3 
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４３ 課外活動の不満の内容

 
課外活動に関する不満の内容については、「練習施設・設備等」に関するものが最も多く、 を占め

ていた。ついで、「経済的負担」 、「学業との両立」 、「人間関係」 が同程度に多か

った。過去の調査と比較すると、全体的傾向としては同様であると考えられる。
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４４ 課外活動施設等の満足度

 
課外活動施設等の満足度については、全体として、「満足」が 23.8%、「やや満足」が 43.0%であり、これ 

ら合わせると全体のおよそ 2/3 であった。学部生、大学院生を通じてほぼ同様の数値であり、男女間の差も 
なかった。 
前回の調査と比較すると、「満足」と「やや満足」を合わせて、約 2%程度満足度が上昇していた。 

 

 
 
調査 第 6 回 第 7 回 
年度 H21 H24 
満足 21.7 23.8 
やや満足 43.0 43.4 
やや不満 21.8 18.0 
不満 13.5 15.0 
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第Ⅶ章 ボランティア活動

 
４５ 入学後、ボランティア経験の有無

 
全体では、「ある」と回答したのは であり、残りの はボランティア活動の経験はない。男子学

生と女子学生を比較すると、女子学生 の方が、男子学生 より割合が高い。さらに、大学院生

の方が、学部生 よりボランティア活動の経験をした割合が若干高い。両学部生を比較すると、

農学部生 の方が、工学部生 よりも割合が高い。

これまでの調査を振り返ると、 年度まで「ある」と回答した割合は約 であったが、平成 年度には

まで低下し、以後 ～ で推移している。 
 

 
 
調査 第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 5 回 第 6 回 第 7 回 
年度 H9 H12 H15 H17 H21 H24 
ある 27.6 27.9 16.0 13.6 13.4 13.9 
ない 72.4 72.1 84.0 86.4 86.6 86.1 
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４６ ボランティア活動の内容

 
全体では、「自然・環境保護に関する活動（環境美化、自然解説、リサイクル活動等）」 が最も多く、

「体育・スポーツ・文化に関する活動（スポーツ・リクリエーション指導、まつり、学校でのクラブ活動にお

ける指導等）」 、「自主防災活動や災害援助活動」 が続いた。学部別にみると、工学部ではこれ

ら 項目は同程度に多く、農学部では「自然・環境保護に関する活動（環境美化、自然解説、リサイクル活動

等）が際立って多かった。工学部では、全般的に偏りなく様々なボランティア活動に参加した、という結果が

得られた。

また、男子学生、女子学生を比較すると、ほぼ同様の傾向であった。
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４７ ボランティア活動の頻度

ボランティア活動の頻度については、「年に数回」が最も多く、全体では 68.2%を占めていた。全般的傾向 
として、農学部、工学部間に差はなく、男女の比較についても同様であった。 

今回の結果を前回の調査と比較すると、ほぼ同様の結果であり、前々回以前の傾向とも類似していた。 
 

 
 
調査 第 3 回 第 4 回 第 5 回 第 6 回 第 7 回 
年度 H12 H15 H17 H21 H24 
ほとんど毎日 0.4 1.6 2.6 1.8 3.2 
週に数日程度 5.0 6.1 8.9 5.9 4.0 
月に数日程度 14.2 15.0 15.4 16.9 13.8 
年に数回 48.1 65.2 61.6 69.2 68.2 
その他 32.3 12.1 11.4 6.2 10.8 
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４８ ボランティア活動への支援希望の有無

 
ボランティア活動への支援希望については、「なし」が多く、全体として を占めていた。両学部間、

ならびに、男女間でそれほど差はなく、ほぼ同様の傾向であった。

前回調査の結果と比較すると、支援希望ありが前回 であったことと比較すると、 増えていた。

 

 



 57 
 

４９ ボランティア参加希望の有無

 
ボランティア参加希望の有無については、全体として、参加希望が であった。

参加希望は、農学部では 、工学部では で、農学部の方が積極的であった。また、男子学生と

女子学生を比較すると、女子学生 は過半数が希望しており、男子学生 をはるかに上回って

いた。

今回の調査の結果は、前回と比較すると、参加希望者の割合が約 上昇したが、平成 年度以前は参加

希望者が 以上いたことと比較すると、かなり低い値となっている。

 

 
 
調査 第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 5 回 第 6 回 第 7 回 
年度 H9 H12 H15 H17 H21 H24 
はい 60.8 64.7 --- --- 26.9 35.0 
いいえ 39.2 35.3 --- --- 73.1 65.0 

第 回、第 回は設問形式が異なるため、今回のまとめには入れなかった。

 
 
 
 



 58 
 

第Ⅷ章 学生生活

５０． 学生生活の悩み

 
学生生活の悩みの二大テーマは、学業・研究と進路・就職である。これは 8 年前の第５回調査結果から続く 

傾向であり、学生の関心の高さがうかがえる。昨年度との比較では、「何も悩みがない」という学生が全体の 
15.5％で、前回（11.3％）より増加しているが、これは全体的な回収率の増加の影響もあるかもしれない。無 
回答が 2.9％で、前回（4.2％）よりは減少している。 

 

 
 

＜第１位に選択された悩み＞

悩みの強さ第 位は、選択率の高い順に「学業・研究」 ％（前回 ％）、「進路・就職」 ％（

％）、「経済事情」 ％（ ％）、「対人関係」 ％（ ％）、「身体健康」 ％（ ％）、「学外の活動」

％（ ％）、「精神健康」 ％（ ％）、その他は、通学時間の長さや「出会いがない」などであった。

「精神健康」と「身体健康」を合わせて『心身健康問題』とすると全体の ％（無回答を含めた総数から算

出）であり、前回の ％からは若干減少している。「対人関係」と「精神健康」の悩みは、第 回調査から少

しずつ減少傾向であり、心理的な悩みよりも現実的な学業や就業に強く関心が向いてきているのかもしれない。

一方で、経済事情が若干増加して『心身健康問題』を上回る結果となった。 年 月の東日本大震災や長

引く不況の影響の影響が考えられる。

選択された悩みに性差はあまりみられない。進路就職の悩みについて、前回は男性が ％、女性 ％と差

がみられなかったが、今回は若干女性の方が高い値となった。

所属・学年別にみると、学部生より大学院生の方が進路・就職の悩みが減少し、「何も悩みがない」という割

合も多い（学部生 ％、大学院生 ％）。前回の調査と比べて、大学院生の「進路・就職」の悩みが

％から ％へと大幅に減少していることは注目に値する。特に農学府の「進路・就職」の悩みは、前回

％から今回の ％と大幅にポイントを下げている。

農学部と工学部の比較では、農学部の学生は「進路・就職」の悩み（ ％）を一番に感じており、工学部の

学生は「学業・研究」の悩み（ ％）を強く感じていることがわかる。ところが大学院になるとその傾向は逆

転し、農学府の学生は「学業・研究」の心配が強まり、工学府の学生は「進路・就職」の悩みが減り、「悩みが

ない」の割合が高くなっている。工学府の学生とは博士後期課程の学生が含まれていることも関連しているだ

ろう。

学年別でみると、就職活動期を迎えた学部 年次と修士 年次の「進路・就職」の悩みが高くなっている。

「学業・研究」に関しては、学部の 年次が ％と非常に高い値となっている。
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留学生と連合農学研究科の学生は、「経済事情」を一番の悩みとして挙げる割合が高くなっている。

「対人関係」の悩みは、若干女性に多く（男性 ％、女性 ％）、学年別では大学院修士 年次以上の

％が「対人関係」を一番の悩みに挙げており、もっとも高い値となっている。

Q50-1 学生生活上の悩み（第一位） （％） 

学
業
・
研
究

学
内
の
課
外
活
動

学
外
の
活
動

進
路
・
就
職

経
済
事
情

対
人
関
係

身
体
健
康

精
神
健
康

そ
の
他

何
も
悩
み
が
な
い

全体

男

女

学部生

大学院生

農学部

工学部

農学府

工学府

連合農学研究科

学部 年次

学部 年次

学部 年次

学部 年次以上

大学院修士 年次

大学院修士 年次以上

大学院博士

留学生

Q50－第 4 位までに選択された悩みの回答の合計 
 

 

第 4 位までに選択された悩みをすべて合

計し、その内訳をみると、やはり「学業・

研究」が 64.5％で一番多く選択されており、

次いで「進路・就職」が 56.8％と高くなっ

ている。これは前回の結果とほぼ同じであ

る。「経済事情」は 21.7％で第 3 位となる

が、前回（24.0％）よりは若干減少してい

る。次いで「対人関係」の 19.0％、これも

前回の 23.0％よりは若干減少している。 
「精神健康」「身体健康」を合わせて『心身

健康問題』とすると合計 37.4％となり、前

回の 32.2％より増加している。 
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５１．対人関係の悩みの相手

対人関係の悩みをあげた割合は ％であるが、その悩みの相手は、 ％が「友人」となっている。前回

調査では「友人」は ％だったので若干増加している。反面で「交際相手」は ％で前回の ％より半

減している。これは、今回の調査で、悩みの相手について「異性」という選択肢を「交際相手」に変更したこ

とも大きな要因となっていると思われる。交際相手ではないが異性について悩みを抱えている学生が少なくない

ことが推察される。男女差でみると、女子学生は「交際相手」や「家族」についての悩みが男子学生よりもやや

多い。

悩みの相手として「教員」を選択する割合が、前回の ％から ％と若干増加している。

悩みの相手については、学年間の差が大きいことが特徴である。「教員」との悩みは、研究室配属後の 年次

より急増しており、 ～ ％の割合を占めるようになっている。特に工学府の学生は農学府の学生よりも「教員

」との悩みが多い。これは、工学府には博士後期課程の学生が含まれており、より教員と接する時間や密度が濃

いことが影響していると思われる。その他は、「バイト先の人」、「先輩」「後輩」などがあった。 
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５２．大学生活で困ったことの有無

 
全体では、困ったことが「ある」が ％（男性 ％、女性 ％）、「ない」が ％であった。前回

は「ある」が ％（男性 ％、女性 ％）であり、今回はかなり減少しているといえる。農学府の学生

の「ある」の回答がやや多く、卒業年次の学生も若干多くなっている。留学生は半数以上（ ％）が何らかの

困難を抱えながら生活していることが分かる。
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５３．相談相手

 
困ったことがあると回答した 件に対して、困ったときの相談相手 場所 について複数回答可で回答を求

めた（ つまで選択可能）。総回答数は 件で、選択された相談相手 場所 の割合を以下に示す。

全体では「先輩・友人」が ％（前回 ％）で最も高く、次いで「家族」 ％（ ％）となってい

る。「相談しなかった」割合は ％で、前回（ ％）と同様の値となっている。

「学科・専攻教員」は ％と前回の ％よりやや増加している。学生の悩みの第一位が「学業・研究」であ

り、教員へ相談することが増えているのかもしれない。「学生サポートセンター（教務係・学生生活係）」への

相談、「学生相談室」への相談も若干増えており、相談先が少しずつ多様化しているといえるかもしれない。「そ

の他」としては、「指導教員」、「病院」などがあった。

 

 
 

 
 

男女では、女子学生の方が男子学生よりも「家族」に相談しており（男性 18.5％、女性 23.5％）、この 
傾向は前回と同様である。しかし男子学生が家族に相談する割合は、前回の 16.9％よりも若干増加している。 
「誰にも相談しなかった」割合は、男子学生 19.6％、女子学生 12.0％で男子学生に多く、農学部 14.5％、工 
学部 21.5％で、男性の多い工学部に多い。学部 1 年次の学生は、「誰にも相談しない」（24.4％）が多いが、 
学生サポートセンターを比較的多く利用しているといえる（12.1％）。 
恐らく悩みの内容の違いに伴い、相談相手についても学部、学年ごとに若干の差がみられている。学年別で

は、「先輩・友人等」や「家族」への相談割合には大きな差はない。「学生相談室」や「保健管理センター」へ

の相談割合は、恐らく認知度にともなって学年があがるごとに利用される割合も多くなっている。 
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Q53 困ったときの相談先 （％） 

学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

学
生
相
談
室

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー

国
際
セ
ン
タ
ー

学
科
・
専
攻
教
員

チ
ュ
ー
タ
ー
（
留
学
生
）

先
輩
・
友
人
等

家
族

そ
の
他

相
談
し
な
か
っ
た

全体

男

女

学部生

大学院生

農学部

工学部

農学府

工学府

連合農学研究科

学部 年次

学部 年次

学部 年次

学部 年次以上

大学院修士 年次

大学院修士 年次以上

大学院博士

留学生
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５４．教員との対話

 
授業以外で教員と話をするかの設問に対して、 件の回答があった。全体としては、「積極的に話をしてい

る」 ％（前回 ％）、「ときどき話をする」 ％（ ％）、「たまに話すこともある」 ％（ ％）、

「ほとんど話すことはない」 ％（ ％）となっている。「ほとんど話すことがない」と答えた学生の数が、

学部生を中心に若干増えている。男女差はあまりみられず、学部や学年でのばらつきが大きい。

研究室配属後の 年次から教員と話をすることが増加しているのは当然であるが、年次でも ％の学生が、

教員とほとんど対話することがないのが気になる。工学府には博士後期課程の学生が含まれているが、教員と接

する時間が長いにも関わらず、対話は少ないという結果になった。農学部、農学府、連合農学研究科は比較的授

業以外の教員との対話が多いのも特徴的である。

学部 ～ 年次の学生の多くが、教員との対話が非常に少ないまま研究室へ配属されることになる。 
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５５．学生同士の交流

 
今回の調査から新たに追加した項目である。授業以外での学生同士の交流について質問した。「積極的に交流

している」 ％、「ときどきある」 ％、「たまにある」 ％、「ほとんど交流することはない」 ％と

なった。女子学生の方が若干交流は多い。

 
 

授業以外での学生同士の交流

合計
積極的に交流

している
ときどきある たまにある

ほとんど交流

することはない

全体

男

女

学部生

大学院生

農学部

工学部

農学府

工学府

連合農学研究科

学部 年次

学部 年次

学部 年次

学部 年次以上

大学院修士 年次

大学院修士 年次以上

大学院博士

留学生
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５６．学生相談室の認知度

 
各キャンパスに学業・進路・就職などの相談に応じる学生相談室が開設されているのを知っているかの問い

に、全体の ％が「知っている」と回答している。前回の ％よりは若干増加したが、前々回は ％

であり、まだ全体への周知方法に課題があることが伺える。認知度では、 年次（ ％）、工学部（ ％）

がやや低い値となっている。農学府（ ％）や連合農学研究科（ ％）は前回同様高い認知度となっている。 
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５７．保健管理センター カウンセラーの認知度

 
平成 24 年度より専任のカウンセラーが着任したが、カウンセラーの認知度は全体で 66.3％、前回（65.2 

％）とほぼ同じ結果となった。男性よりは女性、工学部よりは農学部で認知度が高い。1 年次で 60.9％の学 
生がカウンセラーの存在を知っているが、学年が上がっても認知度は 70％程度にとどまっており、周知方法 
に工夫が必要と思われる。 
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５８．飲み会・コンパなどでの経験

 
飲み会やコンパでの不快・危険経験について複数回答可として以下の項目について経験を訊ねた。その結果、 

全体の 81.5％は無回答であったが、全体の約 2 割の学生が飲み会やコンパなどで危険あるいは不快な経験を 
していることになる。内訳は、「飲酒を強要された」が 10.0％、「一気飲みをさせられた」が 11.3％と 10 人 
に１人が飲酒場面での危険な行動の経験があることが分かった。前回は「飲酒の強要」が 13.7％、「一気飲み」 
が 17.1％なので、これらは減少傾向にあることが分かる。一方で、「セクハラを受けた」2.3％、「酔ってけが 
をしたり事故を起こした」4.4％は前回と変わっておらず、飲酒の危険度やハラスメント防止の啓発活動に課題 
が残る。 

 
 

：飲み会・コンパなどで次のような経験はありますか。（複数回答可） （ ）

回答数 今回 ％ （前回 ％）

全体

飲酒を強要された

一気飲みをさせられた

からまれたり、暴言や暴力を受けた

セクハラを受けた

酔ってけがをしたり事故を起こした

無回答
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５９．ハラスメント相談室の認知度

 
ハラスメント相談室は平成 年度より各キャンパスに毎週１回開室されている。相談室の認知度は、全体

で ％と前回の ％をわずかに上回る結果となり、依然として認知度は低いままとなっている。前回同

様、工学部生のハラスメント相談室の認知度は低い（ ％、前回 ％）が、増加傾向にはある。一方で、

工学府では前回 ％であったのに対し、今回 ％と認知度が低下している。留学生は、前回 ％であ

ったのに対し、今回は ％と次第に周知され始めているといえる。
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６０．セクシャル・ハラスメントを受けた経験

 
セクシャル・ハラスメントを受けた経験について「はい」「いいえ」「わからない」の 件法で質問をした。

「はい」と答えた割合は、全体では 件で ％と前回の ％とほとんど変わらないが、女子学生において

は、前回の ％から ％へ減少している。
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６１．セクシャル・ハラスメントを受けた相手

 
質問６０で、セクシャル・ハラスメントを受けたことが「ある」と回答した １件のうち、 件より回答が

あった（複数回答）。内訳は、多い順に、「先輩」 件（ ％、前回 件 ％）、「教職員」 件（ ％、

前回 件 ％）、「研究室・サークルの仲間」 件（ ％、前回 件 ％）、「同級生」 件（ ％、

前回 件 ％）。「その他」は 件（ ％、前回 件 ％）となり、「不審者」「高校の頃の友人」など

であった。「教職員」からのセクシャル・ハラスメントの割合は若干減少してきている。

セクハラを受けた相手

合計 教職員 先輩 同級生
研究室・サー

クルの仲間
その他

全体

男

女

学部生

大学院生

農学部

工学部

農学府

工学府

学部 年次

学部 年次

学部 年次

学部 年次以上

大学院修士 年次

大学院修士 年次以上

大学院博士

留学生
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６２．セクハラ以外のハラスメントを受けた経験

 
セクハラ以外のハラスメントの経験の有無について質問した。全体で 件、 ％の学生がセクハラ以外

のハラスメントを受けた経験があると回答している。前回は ％であり、若干減少している。「わからない」

も全体の ％で、前回（ ％）より減少している。セクシャル・ハラスメント以外のハラスメントの定義

は社会常識などと照らし合わせて行われるために定義や線引きが難しいが、少しずつ学生にもハラスメントの

概念が浸透し始めているかもしれない。また、セクハラ以外のハラスメントが「ある」と答えた割合は、学科

や専攻ごとの開きがみられるのも特徴的である。

 
 

セクハラ以外のハラスメントを受けた経験

合計 ある ない わからない

全体

男

女

学部生

大学院生

農学部

工学部

農学府

工学府

連合農学研究科

連合獣医学研究科

学部 年次

学部 年次

学部 年次

学部 年次以上

大学院修士 年次

大学院修士 年次以上

大学院博士

留学生
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６３．セクハラ以外のハラスメントを受けた相手

 
前の質問（ ）で「ある」と回答した 件より、誰から受けたかについて複数回答で質問した。のべ

件の回答があり、内訳は多い順に「先輩」 件（ ％、前回 ％）、「教職員」 件（ ％、前回

％）、「研究室・サークルの仲間」 件（ ％、前回 ％）、「同級生」 件（ ％、前回 ％）

となった。「その他」は ％で、「部活のコーチ」などがあった。割合としては、「教職員」からの（セクハ

ラ以外の）ハラスメントは減少し、「先輩」や「同級生」が増加している。

 
 

セクハラ以外のハラスメントを受けた相手

合計 教職員 先輩 同級生

研究室・サ

ークルの仲

間

その他

全体

男

女

学部生

大学院生

農学部

工学部

農学府

工学府

連合農学研究科

連合獣医学研究科

学部 年次

学部 年次

学部 年次

学部 年次以上

大学院修士 年次

大学院修士 年次以上

大学院博士

留学生
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６４．喫煙の有無

 
「吸う」と回答した割合が 8.0％（前回 11.0％）、「かつて吸っていた」4.1％（4.7％）、「吸わない」87.9％ 

（84.3％）であり、喫煙率は４ポイント減少している。男子学生では「吸う」が 10.5％（前回 13.7％）、女 
子学生では「吸う」が 1.9％（2.9％）となっている。学年が上がるにつれ「吸う」割合は上昇しているが、 
修士 2 年次以上から博士の学生になると再び減少していく点は興味深い。社会にでる前に禁煙を試みる学生 
がいるためかもしれない。 

 
 

喫煙の有無

合計 吸う
かつて吸って

いた
吸わない

全体

男

女

学部生

大学院生

農学部

工学部

農学府

工学府

連合農学研究科

技術経営研究科

連合獣医学研究科

学部 年次

学部 年次

学部 年次

学部 年次以上

大学院修士 年次

大学院修士 年次以上

大学院博士

留学生
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 80 
 

６５．キャンパス内マナーの満足度

 
キャンパス内のマナーに対する満足度について質問した。「満足」が 22.5％（前回 19.4％）、「やや満足」 

52.6％（58.0％）、「やや不満」15.9％（14.5％）、「不満」9.0％（8.1％）となった。「満足」「やや満足」の 
合計は 75.1％で比較的高い値とは思われるが、前回の 77.4％より若干減少している。 
「やや不満」「不満」と回答した 1037 件中、781 件がその内容について自由記述で回答している。内訳は、 

ゴミ捨てに関するもの 156 件、大学内の汚れ 14 件、自転車の止め方 209 件、駐輪場不足 121 件、自転車の 
危険運転 8 件、タバコの吸い方や喫煙場所について 177 件、吸い殻の処理 59 件、自転車や傘の盗難 11 件、 
その他 26 件であった。 

キャンパス内マナーの満足度

合計 満足 やや満足 やや不満 不満

全体

男

女

学部生

大学院生

農学部

工学部

農学府

工学府

連合農学研究科

連合獣医学研究科

 



 81 
 

６６．農学部福利厚生センター及び工学部総合会館等の利用状況

 
生協食堂、エリプス、喫茶室（オリザ）、生協購買部（売店）の利用状況を以下にまとめる。

．生協食堂の利用度

生協食堂については、「良く利用する」 ％（前回 ％）、「ときどき利用する」 ％（ ％）、「全く

利用しない」 ％（ ％）と、前回調査とほぼ同じ結果となった。男女差はみられず、「良く利用する」割

合は、大学部生が ％で、大学院生 ％より高い。また農学部と工学部では差はみられないが、農学府よ

り工学府で利用率が低くなっている。

．エリプスの利用度

平成 年完成のエリプスの利用度は、全体では「よく利用する」 ％、「ときどき利用する」 ％、「全

く利用しない」 ％であった。当然のことながら、小金井キャンパスの学生で利用率は高くなっている。工

学部学生が一番高く、「良く利用する」 ％、「ときどき利用する」 ％と 割近くが利用している。しか

し生協食堂の利用度よりはやや少ない。

．喫茶室（オリザ）の利用度

喫茶室については、「よく利用する」 ％、「ときどき利用する」 ％、「全く利用しない」 ％と、利用

度が非常に低くなっている。当然、府中キャンパスで利用度は高くなっているが、農学部で、利用すると答えた

学生は ％、農学府でも ％と半数を切っている。

．生協購買部（売店）の利用度

売店の利用度は、「よく利用する」 ％（前回 ％）、「ときどき利用する」 ％（ ％）、「全く利用し

ない」 ％（ ％）となった。小金井キャンパスより府中キャンパスの方が「よく利用する」割合が明らかに

高くなっている。

 
Ｑ 生協食堂等の利用状況 （％）

区 分 合 計 よく利用する ときどき利用する 全く利用しない

生協食堂

府 中

小金井

２ エリプス

府 中

小金井

３ 喫茶室

府 中

小金井

４ 売 店

府 中

小金井

（注）府中地区は農学部、農学府、連合農学研究科、連合獣医学研究科の合計である。

小金井地区は工学部、工学府、ＢＡＳＥ、技術経営研究科の合計である。
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６７．食堂・喫茶室の満足度

６８．売店の満足度

 
食堂と喫茶室、売店の満足度を以下にまとめた。 
食堂・喫茶室の満足度（Q67）は、「満足」20.6％（前回 16.6％）、「やや満足」54.1％（51.6％）、「やや不満」

17.1％（20.4％）「不満」8.1％（11.4％）となった。前回よりは若干満足度が増加している。性差や学部差は見 
られない。 

不満と回答した 1058 件のうち、871 件からその理由について記載があった。複数回答している場合は主なもの

を集計した。不満理由として最も多かったのは「高い」といったコストパフォーマンスに関するもので 266 件（871
件中 30.5％）、次いで「席がない、狭い」といった混雑に関するものが 185 件（21.1％）、「営業時間が短い」等

が 115 件（13.2％）、「まずい」が 98 件（11.2％）、「メニューが少ない」98 件 11.2％）であった。その他 109 件

には、「接客態度」、「汚い」、「量が少ない」などであった。 
 

売店の満足度（Q68）は、「満足」30.6％（前回 24.5％）、「やや満足」57.2％（58.5％）、「やや不満」8.9％（12.0％）

「不満」3.3％（5.0％）となり、前回より満足度が上がっている。性差や学部での差は認められない。 
「やや不満」「不満」と回答した 654 件の内、403 件で記載があった。（複数回答している場合は、主なものを

カウントした）。最も多かった不満は、「営業時間が短い」で 131 件（不満の記載 403 件の 32.5％）、次いで「品

揃えが悪い（特に食品、書籍）」が 126 件（31.3％）、「高い」59 件（14.6％）、「狭い」56 件（13.9％）、「接客態

度が悪い」10 件（2.5％）であった。その他は 21 件で、「電子マネーを使えるとよい」や「コンビニが入るとい

い」などであった。 
 

Ｑ 食堂・喫茶、売店の満足度 （％）

区 分 合 計 満 足 やや満足 やや不満 不 満

１ 食堂・喫茶

府 中

小金井

２ 売 店

府 中

小金井
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６９．キャンパスの施設・設備環境改善希望（講義室を除く）

 
全回答 件のうち、 件（ ）より回答があり、 件は無回答だった。複数回答で、もっとも

選択されたのは「 環境（無線 等を含む）」で 件（全回答件数の ％）が改善を希望している。

次いで「駐輪場」 件（ ％）、「リフレッシュ空間」 件（ ％）となっている。「トイレ」は 件

（ ％）、「自動販売機」 件（ ％）、「ロッカー」 件（ ％）となった。

具体的な改善希望としては、「 環境」については、 件中 件で記載があり、「大学内全体でつなが

りやすくしてほしい」と言う要望が多く、「パスワードを簡単にしてほしい」といった意見もみられた。「駐

輪場」については 件中 件で記載があり、「場所を増やしてほしい」「屋根付きにしてほしい」といっ

た意見が多かった。「トイレ」については 件中 件で「もっときれいに」「石鹸をおいてほしい」など

の要望があった。他に意見が多かったものは「自動販売機」 件中 件で、「節電で止まっているのを稼

働してほしい」との意見が大半を占めた。他には「食べ物の自動販売機がほしい」との意見もみられた。「ロ

ッカー」についても 件中 件で記載があり、「 年次以外・工学部でも使えるようにしてほしい」との

希望が多かった。「場所が悪い」「汚い」との意見もあった。「リフレッシュ空間」は 件中 件で記載が

あったが「あることを知らない」という意見も多く、その他「もっと場所を増やしてほしい」との要望があっ

た。「駐車場」については 件中 件で「学生も使えるように」との意見が多かった。「その他」では、「サ

ークル棟」に関すること、「構内が暗い」といった意見があった。

 
 
講義室以外の施設・設備改善希望 

合計 トイレ 駐車場 駐輪場
リフレッシ

ュ空間

環境

（無線

等を含む）

自動販

売機
ロッカー その他

全体

男

女

学部生

大学院生

農学部

工学部

農学府

工学府

連合農学研究科

連合獣医学研究科
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７０．大学祭への参加

 
調査実施時が大学祭開催前であったため、 年次の学生の参加率が「積極的に参加した」 ％、「参加した」

％、「参加しなかった」 ％と、当然のことながら不参加率が高くなっている（無回答含む）。そのため

「全体」の参加割合もそれを加味してみる必要がある。

無回答を除いた集計では、全体で「積極的に参加した」 ％（前回 ％）、「参加した」 ％（ ％）、

「参加しなかった」 ％（ ％）と前回とほぼ同様の結果となった。府中キャンパスの学生の方が、小金

井キャンパスの学生よりも「積極的に参加」する割合が高い。 
 

 
 
 

大学祭への参加

合計
積極的に

参加した
参加した

参加しなか

った

全体

男

女

学部生

大学院生

農学部

工学部

農学府

工学府

連合農学研究科

連合獣医学研究科
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７１．生活情報の入手先（外国人留学生）

 
件から、複数回答で回答を得た。「他の留学生」からの情報が最もと多く 件（ ％）、次いで

「インターネット」 件（ ％）、「留学生センター」 件（ ％）、「担任教員や指導教員」 件

（ ％）となっている。

生活情報の入手先（留学生）

合計

留学生

の手引

き

留学生

センター

の教職

員

担任教

員や指

導教員

他の留

学生

チュータ

ー

チュータ

ー以外

の日本

人学生

インター

ネット
その他

情報が

得られな

い

全体

（％）

男

（％）

女

（％）

学部生

（％）

大学院生

（％）

農学部

（％）

工学部

（％）

農学府

（％）

工学府

（％）

連合農学研究科

（％）

（％）

連合獣医学研究

科

（％）

留学生

（％）
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第Ⅸ章 進路（就職・進学） 

 
７２. 将来の希望進路 

   進学希望はここ数年の傾向と同様で、男子でやや高率となっている。学部から修士課程への進学率は、工学

部が約 60％で、農学部の約 40％に比べ明らかに高い。工学部生の修士課程への進学率が高いのは、就職に有

利だという点が考えられる。農学部でも、昨年が約 30％であったのに比べかなり増加した。 

農学府（修士課程）の進学希望（博士課程へ）も昨年の約 9％から約 12％へと増加した。工学府の進学の割

合が農学府に比べて低いのは、工学府の場合、博士課程も含んでいるのに対し、農学府は修士課程のみである

ためであると思われる。全体では修士課程在学者の約 8％が博士課程への進学を希望している。今後はより明

確にするために工学府の場合は前期博士課程（修士課程相当）と後期博士課程に分けて集計すべきであろう。 

男女間で傾向にほとんど差が見られない。留学生は就職希望率が全体に比べて高い。大学院生の割合が高いか

らと思われる。その他の傾向は前回とほぼ同様である。 

 

 
 

45.4 

30.5 

85.5 

40.6 

24.8 

80.7 

88.9 

74.6 

84.7 

100.0 

73.7 

45.4 

45.6 

51.8 

41.2 

53.7 

7.5 

41.6 

60.5 

12.3 

6.7 

6.0 

5.1 

0.0 

42.3 

38.3 

34.1 

12.4 

15.2 

4.8 

17.5 

14.0 

6.2 

3.3 

11.9 

5.1 

10.5 

11.2 

15.3 

12.2 

1.0 

0.5 

2.2 

0.3 

0.7 

0.8 

1.0 

7.5 

5.1 

0.0 

15.8 

1.1 

0.8 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

学部生

大学院生

農学部

工学部

農学府

工学府

連合農学研究科

BASE

技術経営研究科

連合獣医学研究科

男

女

留学生

就職 進学 未定 その他

Q72.将来の希望進路
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７３. 進路に関する情報入手手段 

 
  前年まではインターネットでの情報入手がもっとも多かったが、今回は半分近くまで減少している。就職担

当教員、新聞・マスコミ・就職情報誌、親・親戚、大学内資料、からの情報入手の割合が上昇し、進路に関す

る情報の収集源を広く求めていることが見て取れる。大学経由（就職担当教員、大学内資料）の情報収集の割

合は依然あまり高くないものの、増加したことから、大学での支援が認知されてきたと思われる。 
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11.6 

10.0 

16.0 

15.8 

9.9 

15.2 

20.0 

5.4 

11.8 

12.1 

7.6 

25.7 

24.7 

28.4 

24.2 

25.0 

29.4 

27.7 

31.1 

28.8 

20.0 

32.4 

26.2 

24.6 

28.2 

10.6 

11.8 

7.5 

11.4 

12.0 

8.9 

7.6 

5.0 

6.6 

0.0 

2.7 

9.8 

12.4 

8.1 

9.5 

10.3 

7.4 

9.6 

10.7 

7.9 

7.8 

4.3 

6.2 

20.0 

8.1 

9.6 

9.3 

6.6 

0.4 

0.4 

0.4 

0.6 

0.3 

0.4 

0.4 

0.6 

0.6 

0.0 

0.0 

0.4 

0.4 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

学部生

大学院生

農学部

工学部

農学府

工学府

連合農学研究科

BASE

技術経営研究科

連合獣医学研究科

男

女

留学生

指導教員 就職担当教員 先輩・知人 新聞・マスコミ・就職情報誌 インターネット 親・親戚等 大学内資料 その他

Q73.進路に関する情報入手手段
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７４. 将来の希望職種 

 

   傾向は前回から変化していない。 

  各学部・学府とも研究・技術職を志望するものが多い。 

 農学系（農学部、農学府、連合農学研究科、連合獣医学研究科）では公務員志望者が多く、民間企業への志

望者が少ない。工学系の学生の多くは民間企業の研究・技術職を目指している。一方割合は低いものの農学

系では民間企業の事務職、教育職の志望者が一定の割合でおり、様々な進路を考えていることが窺える。 
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７５. 大学への就職支援希望 

 
  農学系、工学系共に同じような傾向であり、会社説明会の充実を望む声はやはり多い。しかしながら、前回

に比べ就職ガイドブックの充実と就職情報コーナーの充実を望む割合が増加しており、具体的にどのような情

報を望んでいるかを調査して、今後の充実が必要である。インターンシップの充実についても希望が高く、今

回は新規に Q76と Q77を追加している。 

 

 

 
 
 
 
 
 

29.8 

28.8 

33.0 

26.8 

29.9 

29.6 

36.2 

19.8 

30.6 

33.3 

20.0 

30.8 

27.6 

16.0 

16.7 

14.0 

16.6 

16.7 

14.3 

14.3 

8.9 

13.9 

33.3 

5.0 

16.5 

15.0 

19.8 

20.2 

18.3 

20.7 

20.0 

18.2 

17.4 

19.8 

20.8 

33.3 

25.0 

19.7 

20.1 

18.6 

18.8 

17.7 

20.4 

18.0 

20.1 
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25.0 

17.4 

21.1 

15.0 

14.8 

15.7 

14.8 

14.8 

16.5 

14.4 

22.8 

17.2 

25.0 

14.6 

15.8 

0.9 

0.7 

1.3 

0.8 

0.6 

1.3 

1.4 

2.0 

1.2 

0.0 

0.0 

1.0 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

学部生

大学院生

農学部

工学部

農学府

工学府

連合農学研究科

ＢＡＳＥ

技術経営研究科

連合獣医学研究科

男

女

会社説明会の充実 就職ガイドブックの充実 就職情報コーナーの充実 インターンシップの充実 就職相談窓口の充実 その他

Q75.大学への就職支援希望
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７６. インターンシップの経験 

 
   全体で 10％程度しかインターンシップを経験していない。少ないものの農学部、農学府、連合農学研究科

は比較的経験者の割合が高く、企業への就職が多い工学系で低い。近年公務員志望者に対して国や地方自治体

がおこなっているインターンシップに参加しているのかもしれない。学科によってはインターンシップ参加が

単位認定されている。インターンシップの内容についても今後調査すべきであろう。 
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学部生

大学院生

農学部

工学部

農学府

工学府

連合農学研究科

ＢＡＳＥ

技術経営研究科

連合獣医学研究科

男

女

ある ない

Q76.インターンシップの経験
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７７. インターンシップの満足度 

 
   インターンシップの経験者はまだ 10％程度（Q76）と少ないが、9 割以上が満足している。今後はインター

ンシップの実施機関や内容などの詳細について調査し、学生の希望も合わせて情報を集め、学生が求めるイン

ターンシップの充実を図る必要がある。 
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第Ⅹ章 要望・意見等 
 

学生生活全般についての大学に対する要望・意見等の自由記述 

 

  これまでの学生生活実態調査と異なり今回のアンケートでは随所に自由記述欄を設けたため、この「Ｘ 要望・

意見等」に記述された回答の総数は大幅に減少した。しかし、本アンケートの各質問項目に当てはまらない意見

や強い要望等が本自由記述に集約されていると考えられるので、記述内容を分類・整理し、キャンパスごとの件

数とともに代表的な個別の要望・意見等を示した。なお、特に大学院生から多く得られた回答については括弧内

に件数を示した。 

区

分  
主な要望・意見 府中 小金井   

学
生

寮
 

 

回答数(括弧内はうち大学院

学生) 
4(0) 4(1)   

 

寮の内容について 2 3

寮が狭い(府中・小金井とも)、寮内の仕事が負担(小

金井)、桜寮は狭いのに欅寮と同額なのは納得できな

い（府中） 

 寮新設の要望 2 0 府中キャンパス付近に学生寮が欲しい（府中 2件） 

 その他： 寮から学内 LAN を使いたい(府中)、都内在住の大学院生だが寮に入りたい(小金井) 

図
書
館
 

 回答数 19(1) 61(21)   

 空調について 4 13   

 照明について 1 1   

 PC/LAN 環境について 2 9   

 開館スケジュールについて 4 22 土日の開館時間延長、休館日撤廃(以上府中・小金井)

 蔵書数・内容について 3 2   

 
電子ジャーナルについて 0 11(10)

米国化学会の雑誌を増やしてほしい(小金井 4件)、

Scifinder ログイン数を増やしてほしい(小金井) 

 館内マナー改善要望 2 2   

 職員の態度について 1 3   

 建物について 1 3 雨漏りがひどい(小金井 3件） 

 

その他： コピー機のメンテナンスが悪い(小金井)、グループ学習室でのサークル活動を許可してほしい(小

金井)、冷水機がほしい（府中） 

講
義

室
等
 

 回答数 7(1) 26(4)   

 
教室の構造について 0 4

教室が狭い、階段教室でなく黒板が見えにくい(以上

小金井） 

 机・椅子等について 1 5   

 空調の改善要望 1 1   

 
PC 環境について 3 5

講義室内の無線 LAN(小金井 3件)、PC 用電源設置(府

中 2件) 

 プロジェクタの改善要望 0 3 特に L1151(小金井 2件） 

 
トイレについて 0 9

トイレの石鹸が薄い、壁に穴があいている(以上小金

井） 

 清掃・メンテナンスについて 0 2   
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図
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館
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学
生
寮

区
分

図
書
館

講
義
室
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その他：ゼミ室増設、教室に時計がほしい（以上府中）、講義室のサークル行事への開放、 建物入口のス

リッパ交換（以上小金井） 

事
務

・
運
営
 

 回答数 39(9) 84(24)   

 
事務窓口対応について 5 15

事務職員（教務、学生生活）の対応改善、たらい回し

にされる(以上府中・小金井) 

 

事務窓口スケジュールについ

て 
0 5

昼休みにも窓口を開けてほしい(小金井 5件)、証明書

交付機の休日稼働を希望(小金井) 

 

情報伝達について 4 10

台風等緊急時の情報伝達が遅い(府中・小金井)、情報

伝達方法を一元化してほしい(小金井)、学外から見ら

れない情報が多い(府中) 

 

成績開示について 7 12

成績開示が遅い、外部からアクセス可能に(以上府

中・小金井)、成績郵送希望、印刷できるように(以上

府中)、SPICA で卒業に必要な単位が取れているか確認

できるようにしてほしい 

 

学生の意見の反映について 4 8

学生の意見を大学の意思決定に反映させる制度を作

って欲しい、学生に事前連絡のない規則変更はやめて

ほしい(以上府中・小金井)、意見を言っても規則なの

で無理と言われる(府中) 

 

本アンケートについて 2 10

アンケートが不要・長すぎる、フィードバックされな

ければ無意味、アンケートによる改善例を示すべき、

ネット上で回答できるようにしてほしい(以上小金

井) 

 

工学部のサマータイムについ

て 
0 9 遠距離通学者には苦痛だった(小金井) 

 

振替授業について 11 16

自活者にとって土曜のアルバイトは貴重な収入源、宿

題やレポートに割ける時間が減った(以上府中・小金

井)、土曜にある講演会等に参加しにくくなった(府

中)、土曜授業は休講が多い(小金井) 

 

節電について 4 10

節電成果データの開示、学内が薄暗い、自販機等の節

電をやめてほしい、実施時間・時期からいって必要性

に疑問を感じる(以上府中・小金井)、夏季の暖房便座

は節電に逆行(府中) 

 

その他：学外からの事務手続きを可能にしてほしい、自動車入構時の守衛の態度に不満、学生の出張手続き

が面倒(以上小金井)、学生単独での車使用野外調査を許可してほしい（府中） 

授
業

・
カ
リ

キ
ュ

ラ
ム
 

 回答数 22(2) 32(6)   

 

カリキュラムについて 5 13

英語カリキュラムの見直しが必要(農工とも)、休学せ

ずに半年以上留学できるようなカリキュラムにして

ほしい、TAT 科目よりも 1年次から専門科目を充実さ

せてほしい(以上農)、文系科目の充実、他学科の授業

をとりやすくしてほしい(工)、畜産学概論を開講して

ほしい(Rn 科)、プログラミング関係のカリキュラム内

容をもっと高度にしてほしい(S 科)、電子デバイス I

より前に電子物性工学を履修したほうが理解しやす

い、E1 と E2 で単位の取りやすさが違う(以上 E科)、

事
務
・
運
営

授
業
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
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単位数の割に授業開講が少ない（C専攻） 

 

時間割・シラバスについて 1 5

時間割の開示をもっと早く、シラバスが掲載されてい

ない教科がある、講義の平日・土曜開講の基準が不明

（I専攻） 

 

授業内容・教員について 7 10

教員の熱意が足りない、90 分の講義は学習に非効率、

ppt の授業はノートが取れない(以上府中)、板書を減

らしプリントにしてほしい、授業レポートのフィード

バックをしてほしい、実験が定時に終わらない(以上

小金井)、生物受験でなかったので授業のペースにつ

いていけない(L 科) 

 

成績評価・単位認定について 6 6

土曜開講時の公式試合等による欠席を公的に認めて

ほしい、成績評価の基準が教員によって違いすぎる

(以上農・工)、基本情報技術者等の資格を持っている

学生は基礎的なプログラミングの授業を免除してほ

しい(S 科)、TOEIC-IP でも単位認定してほしい、教職

の介護等体験が試験と重なった時の配慮を考えてほ

しい(農)、インターンシップを単位認定してほしい

(農) 

 その他：授業アンケートが面倒(小金井)、授業を web で公開してはどうか(府中 2件) 

サ
ー
ク
ル
・
課
外
活
動
 

 回答数 52(13) 76(16)   

 

サークル・課外活動時間につ

いて 
23(9) 29(8)

サークルの活動時間を延ばしてほしい、妥当な説明が

なく時間制限が続けられている（府中・小金井とも多

数）、土曜開講は課外活動に支障がある（府中 3件）、

生物を扱っている課外活動で活動時間制約は非現実

的（府中）、教職科目を取っているとほとんどサーク

ル活動できない(小金井) 

 

部室・サークル棟について 7 15

サークル棟や部室を増やしてほしい(以上府中・小金

井)、部室棟にネズミがいる、他大生に対してプレハ

ブの部室棟は恥ずかしい、運動サークル棟に電気をつ

けてほしい(以上府中)、サークル棟のトイレに便座が

ない、サークル棟の壁が粗悪で窃盗が起きやすい、近

隣からの苦情はサークル棟の立地のせい、音楽系サー

クル棟の防音改善、自動車部がうるさい(以上小金井)

 

屋外施設について 7 15

人工芝化やナイター施設等のグラウンド改善、鉄棒が

ほしい(以上小金井)、テニスコートの改善、土曜開講

は課外活動に支障がある（府中）、フットサルコート

(府中)やプール(小金井)がほしい 

 

屋内施設について 13 14

体育館・武道場の開館延長、体育館のシャワー室をい

つでも使えるようにしてほしい、体育館の管理人の態

度が良くない、トレーニングルームの改築(以上府

中)、もっと広い体育館がほしい、トレーニングルー

ムの使用講習があまりないため使えない(以上小金

井) 

 

サ
ー
ク
ル
・
課
外
活
動
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課外活動に対する規則等につ

いて 
7 2

課外活動や施設使用の規制が厳しすぎる、年々規制だ

けが厳しくなっているが納得できる理由が乏しい(以

上府中) 

 

課外活動へのサポートについ

て 
4 0

大学行事であるはずの３大戦に援助がない、バッティ

ングマシーン等硬式野球に必要な機材がほしい、ミニ

ホースの馬房がない(以上府中) 

 

その他：学生会の運営が問題(小金井)、構内での飲酒規制が厳しく農工大生ののびのびしたところが失われ

る(府中) 

施
設
整
備
・
構
内
環
境
 

 回答数 47(8) 103(41)   

 

校門について 2 14(8)

西門を通りやすくしてほしい、東門整備は無駄遣いで

は、東門閉門時にも学生が通行できるように、寮に繋

がる門を休日に開けてほしい(以上小金井)、北門・南

門をいつでも通れるように(府中) 

 

駐輪場・バイクスペースにつ

いて 
5 21(11)

学生が集まる図書館・生協付近に駐輪場が少なすぎ

る、屋根付きの駐輪場を増やして、誰も使っていない

駐輪場新設のためにバイクスペースが狭くなったの

は不満(以上小金井)、駐輪場が工事で広くなったのは

良いが屋根が撤去されたのは不満(府中) 

 

駐輪（駐輪場以外）について 1 8

駐輪場にある明らかに乗られていない自転車を撤去

してほしい、無登録自転車の即時撤去、農ではステッ

カー不要なのになぜ工では必要なのか、キャンパス内

は歩行者のみに(以上小金井) 

 街灯について 2 4 夜のキャンパスが暗くて不安 

 

構内環境について 6 10(6)

ボウフラ・チャドクガ駆除の要望、構内・建物内の清

掃がずさん(以上府中・小金井)、樹の枝が降ってきて

危険（府中 5号館)、ゴミ箱増設要望、カラス駆除要

望、図書館前の池の水噴射は見栄えが悪い(以上小金

井) 

 

無線 LAN について 4 13

キャンパス内のどこでも使えるようにしてほしい、全

くといっていいほど繋がらない場所が多い(以上府

中・小金井) 

 
携帯の電波について 4 0

校舎内(２号館、生協購買部)で圏外になる、携帯で無

線 LAN を使いたい(以上府中) 

 自販機について 1 2 自販機を稼働させてほしい(府中・小金井とも) 

 

学生ラウンジ設置要望 10 9

空きコマに雑談・飲食できるスペースが少ない、ソフ

ァーのあるラウンジがほしい、研究室に入らないと居

場所がない、授業のないときに自習等できる場所が少

ない(以上府中・小金井) 

 

個人ロッカー設置要望 0 13

スポーツ実技がない B2 以上でも個人ロッカーがほし

い、実験と体育が重なると荷物が多すぎるので大変

(以上小金井) 

 
シャワー室・仮眠室について 0 8

研究室所属学生が自由に使えるシャワー室がほしい、

仮眠室がほしい(以上小金井) 

 
構内の治安について 0 3

キャンパス内に不審者がいて不安、宗教勧誘や政党

絡みの団体のパンフレット配布を禁止してほしい

施
設
整
備
・
構
内
環
境
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(以上小金井) 

 

その他：東門付近広場の水はけが悪い、エリプスを学生の催しでも使用できるようにしてほしい、郵貯以外

の ATM を設置してほしい(以上小金井)、ゴキブリ駆除要望(小金井 3号館)、喫煙所に屋根がほしい、大学マ

ップが見づらい、キャンパス外の施設のアメニティー改善(以上府中) 

マ
ナ

ー
 

 回答数 4(1) 15(7)   

 

喫煙マナーについて 1 10

受動喫煙防止対策が必要、13 号館と新 1号館裏は人通

りも多く喫煙所の煙が辛い、灰皿があるにもかかわら

ず吸殻が落ちている(以上小金井)、全面禁煙にしてほ

しい(府中) 

 駐輪マナーについて 1 4 自転車が歩行者の邪魔 

 その他：女性に対するマナーが良くない(小金井)、食堂近くのトイレがきたない(府中） 

食
堂
・
購
買
 

 回答数 35(7) 40(16)   

 

営業時間について 23 8

食堂、購買、オリザの営業時間を長くしてほしい、購

買を授業開始前に開けてほしい、食堂を工学部と同じ

20 時まで開けてほしい(以上府中)、夏休み中の営業時

間が短すぎる(以上小金井) 

 

食堂のメニューについて 2 24

メニューの品質・味の向上、生協の弁当の味が良くな

い、値段が高い、エリプスと生協食堂の差別化(以上

小金井)、アレルギーの懸念があるので原材料を表示

してほしい(府中) 

 
食堂の数、広さについて 9 6

昼食時の混雑の解消、民間の飲食店の導入(以上府

中・小金井)、食堂が狭い・席数が少ない(以上府中)

 
食堂についてその他の意見 2 3

エリプス券売機でレシートを出してほしい、エリプス

の席取りを禁止してほしい(以上小金井) 

 

購買部について 2 3

センスの良い農工大グッズを作ってほしい、閉店直前

に連絡されても当日中に対応できない、生協に置いて

ある商品が少ない 

 その他：生協とエリプスが近すぎる、キャンパス西側にも売店を(以上小金井) 

進
路
 

 回答数 13(4) 24(14)   

 

就職支援について 10(4) 23(14)

就職説明会・セミナーを多く開いてほしい、他大に比

べサポートが少ない、ESの添削を希望(以上府中・小

金井)、面接のロールプレーイングイベントの開催(府

中)、就職相談室では具体的な情報が得られなかった

(小金井) 

 インターンシップについて 2 0 インターンシップの情報が少ない 

 

進学について 1 2

早期から研究室見学等させてほしい(府中）、大学院

の説明会を専攻・研究科で協力してやって欲しい、大

学院合格者を増やしてほしい(以上小金井) 

 

その他：１年生に進路の選択肢を紹介してほしい、国家試験対策の充実(府中）、研究室で学部生の就職活

動に配慮してほしい(小金井) 

     

      

マ
ナ
ー

食
堂
・
購
買

進
路
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学
生

支
援
 

 回答数 15(6) 17(7)   

 

留学支援について 8 7

留学についての情報が少ない(府中・小金井)、休学せ

ずに長期留学できるようカリキュラムに配慮してほ

しい、留学のための奨学金制度はないのか(以上府中)

 

経済支援について 6(5) 7

授業料免除審査を綿密にやって欲しい、博士後期の経

済支援の研究室格差が大きい(以上小金井)、親に多額

の借金があって自分で授業料を払っているにもかか

わらず授業料免除審査には通らない、経済的に厳しい

社会人ドクターもいることを理解して支援してほし

い(以上府中) 

 

カウンセリングについて 15(6) 2

制度はあってもハードルを下げる雰囲気作りが重要、

カウンセラーの予定がいっぱいで１週間以上待たさ

れることが多い(以上小金井)、研究室に関連した悩み

についてカウンセリングにより解決できた(府中） 

 

その他：ボランティア活動の支援が受けづらい、ハラスメント相談が中途半端(以上小金井)、指導教員との

トラブルを相談できる場として学内教員と繋がりがない外部の人に話を聞いてもらいたい(府中) 

留
学
生
 

 回答数 5(3) 7(6)   

 

留学生の経済支援について 1 2

全額授業料免除よりも半額免除にして多くの学生を

支援する方がよい(府中)、奨学金情報が国際センター

の HP に載っておらず奨学金の申請期限に間に合わな

かった 

 

宗教上の配慮を求める要望 1 4

キャンパス内にムスリムの学生が祈祷できる場所を

確保してほしい、食堂でムスリムの留学生に配慮した

食事（ハラル）を提供してほしい 

 

その他：アンケートの英語版が欲しい、国際センターに行くのに農学部生も工学部の門を開けられるように

してほしい(以上府中)、入学２年目以降も必要に応じてチューターをつけてほしい、外国人留学生の生活支

援の担当係が代わったがもっと親切に対応してほしい(小金井) 

学
科

・
専
攻

・
研
究
室
 

 回答数 14(10) 24(10)   

 

研究室・指導教員について 2 8

研究室によっては就職活動やアルバイトが困難、担当

教員が高圧的で登校が嫌になる、同じ学科でも研究室

の厳しさが大きく違う、研究室間で学会参加費用の補

助が異なる(以上小金井)、研究室は閉鎖的な空間なの

で教員とうまくいかなくなると逃げ場がない(府中) 

 

研究環境について 3 0

実験スペースが少なく複数の学生が同時に実験でき

ない、自分の机を持てない、節電でエアコンがつけら

れず効率が悪い(以上府中) 

 

研究室配属について 7(5) 5

３年次に研究室仮配属を行う制度を導入してほしい

(農工とも)、研究室の配属人数を増やしてほしい、学

生の興味に基づいて計画的に履修してきても定員の

都合で全く関係ない研究室に配属されるのは納得で

きない(以上農)、研究室配属はじゃんけんやくじでな

く成績を反映させるべき(工 3件)、他学科研究室への

研究室配属を可能にしてほしい(工) 

学
生
支
援

留
学
生

学
科
・
専
攻
・
研
究
室
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教育スタッフについて 2 4

若い教員を増やしてほしい、技術職員が減少し演習林

整備が行き届かなくなることを危惧する(以上府中)、

学生とのコミュニケーションにおいて自覚が足りな

い教員がいる(小金井) 

 

学科・専攻についてその他の

意見 
1 8

学科からの連絡はメールを活用したほうがよい、学科

内の縦のつながりがうすい、１学年下から早期卒業基

準が変更されたことに不満、編入生の筆頭免除がなぜ

別枠なのか、BASE の入試科目は研究室によって選択制

限するべき(以上小金井)、合宿オリエンテーションに

行きたかった(府中) 

そ
の

他
 

 回答数 11(3) 36(10)   

 

大学の知名度向上について 2 3

知名度が低いので積極的に宣伝してほしい(府中・小

金井)、工学部学園祭の科学技術展をもっと PR して魅

力を伝えるべき(小金井) 

 

農工両学部の関係について 1 10

農工の交流を増やしてほしい(府中・小金井)、農工の

連絡バスがほしい、学祭の日程をずらしたほうが良

い、学生間の交流を増やしたほうが良い(小金井) 

 
他大学との交流について 0 4

視野を広げる意味でも他大学との交流機会を増やし

てほしい(小金井) 

 
学生について 0 5

化学・生命系以外の学科で女子を増やすべき(工3件)、

学生間の縦横のつながりが希薄 

 

大学の在り方について 1 3

国家的なビジョンを掲げもっと骨太の教育をすべき

(府中)、「地球をまわそう」の意味がわかりにくい、

建築学科の設立(以上小金井) 

 その他前向きな意見 6 4 学生生活に満足、大学が楽しい、等 

 その他：性的少数者に対する支援が足りない(府中)、女性に対するサポートが足りない(小金井) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そ
の
他
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巻 末 資 料 

 

１．委員会等の構成メンバー 

 

学生生活実態調査ワーキンググループ 委員 

   

  主査 細見 正明  工学府教授  評議員 

     渡辺  元  農学府准教授 平成２４年度農学府・農学部学生生活委員長 

     服部   誠  農学府教授  平成２４年度農学府・農学部学生生活副委員長 

     臼井 博明  工学府教授  平成２４年度工学府・工学部学生生活委員長 

     前田 和之  工学府准教授 平成２４年度工学府・工学部学生生活副委員長 

     川端 良子  国際センター准教授 

     吉永契一郎  大学教育センター准教授 

     早川 東作  保健管理センター教授 

馬渕麻由子  保健管理センター特任講師 

オブザーバー 

藤井  恒人 大学教育センター准教授 

 事務  

     学務部長      佐藤  誠 

     学生総合支援課長  石出  進 

     教育企画課長    今井  賢 

     教育企画課係長   小宮 冬紀 
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1

Ⅰ    基本的事項

１． 所属学科・専攻等 【農学部】 【工学部】 １．

： ０１． 生物生産学科 ： ０７． 生命工学科

： ０２． 応用生物科学科 ： ０８． 応用分子化学科

： ０３． 環境資源科学科 ： ０９． 有機材料化学科

： ０４． 地域生態システム学科 ： １０． 化学システム工学科

： ０５． 獣医学科 ： １１． 機械システム工学科

： ０６． 共同獣医学科 ： １２． 物理システム工学科

： １３． 電気電子工学科

： １４． 情報工学科

： １５． 情報コミュニケーション工学科

【農学府修士課程】 【工学府博士前期課程】

： １６． 生物生産科学専攻 ： ２５. 生命工学専攻

： １７． 共生持続社会学専攻 ： ２６. 応用化学専攻

： １８． 応用生命化学専攻 ： ２７. 機械システム工学専攻

： １９． 生物制御科学専攻 ： ２８. 物理システム工学専攻

： ２０． 環境資源物質科学専攻 ： ２９. 電気電子工学専攻

： ２１． 物質循環環境科学専攻 ： ３０. 情報工学専攻

： ２２． 自然環境保全学専攻 ３１. 産業技術専攻

： ２３． 農業環境工学専攻

： ２４. 国際環境農学専攻

【連合農学研究科博士課程】 【工学府博士後期課程】

： ３２. 生物生産科学専攻 ： ４０. 生命工学専攻

： ３３. 応用生命科学専攻 ： ４１. 応用化学専攻

： ３４. 環境資源共生科学専攻 ： ４２. 機械システム工学専攻

： ３５. 農業環境工学専攻 ： ４３. 電子情報工学専攻

： ３６ 農林共生社会科学専攻

質　　問　　事　　項 選　　択　　肢　　欄 回　答　欄

： ３６. 農林共生社会科学専攻

： ３７. 生物生産学専攻

： ３８. 生物工学専攻

： ３９. 資源・環境学専攻

【連合獣医学研究科博士課程】 【BASE博士前期課程】

： ４４. 獣医学専攻 ： ４５. 生物システム応用科学専攻

【技術経営研究科専門職学位課程】 【BASE博士後期課程】

： ４６. 技術リスクマネジメント専攻 ： ４７. 共同先進健康科学専攻

： ４８. 生物システム応用科学専攻

２． 在籍年次 ： ０１． 学部　１年次 ： ０７． 大学院修士　１年次 ２．

： ０２． 学部　２年次 ： ０８． 大学院修士　２年次以上

： ０３． 学部　３年次 ： ０９． 大学院博士　１年次

： ０４． 学部　４年次以上 ： １０． 大学院博士　２年次

： ０５． 学部　獣医学科５年次 ： １１． 大学院博士　３年次以上

： ０６． 学部　獣医学科６年次以上

３． 性別 ： ０１． 男 ： ０２． 女 ３． 0

４． あなたは外国人留学生ですか。 ： ０１． はい ： ０２． いいえ ４． ０

５． ４で「０１」と答えた方に伺います。 ： ０１． 私費留学生 ： ０３． 政府派遣留学生 ５． 0

： ０２． 国費留学生

　　　・「05」と「06」は、獣医学科のみ該当します。

留学生の区分はなんですか。

 

 

 
 
 

記 入 上 の 注 意 

 

 

 

１．平成２４年１０月１日現在で記入してください。 

 

 

２．設問には、可能な範囲でできるだけ正確に回答をしてください。 

 

  なお、設問中の〈 〉内の見出し表示はその設問の調査対象者を示します。 

 

 

３．回答方法は、設問事項の回答欄に該当する事項の番号又は数値等を記入して 

 

  ください。 

 

  なお、複数回答欄を用意してある場合を除いて、一問一答です。 

 

 

 

 



1

Ⅰ    基本的事項

１． 所属学科・専攻等 【農学部】 【工学部】 １．

： ０１． 生物生産学科 ： ０７． 生命工学科

： ０２． 応用生物科学科 ： ０８． 応用分子化学科

： ０３． 環境資源科学科 ： ０９． 有機材料化学科

： ０４． 地域生態システム学科 ： １０． 化学システム工学科

： ０５． 獣医学科 ： １１． 機械システム工学科

： ０６． 共同獣医学科 ： １２． 物理システム工学科

： １３． 電気電子工学科

： １４． 情報工学科

： １５． 情報コミュニケーション工学科

【農学府修士課程】 【工学府博士前期課程】

： １６． 生物生産科学専攻 ： ２５. 生命工学専攻

： １７． 共生持続社会学専攻 ： ２６. 応用化学専攻

： １８． 応用生命化学専攻 ： ２７. 機械システム工学専攻

： １９． 生物制御科学専攻 ： ２８. 物理システム工学専攻

： ２０． 環境資源物質科学専攻 ： ２９. 電気電子工学専攻

： ２１． 物質循環環境科学専攻 ： ３０. 情報工学専攻

： ２２． 自然環境保全学専攻 ３１. 産業技術専攻

： ２３． 農業環境工学専攻

： ２４. 国際環境農学専攻

【連合農学研究科博士課程】 【工学府博士後期課程】

： ３２. 生物生産科学専攻 ： ４０. 生命工学専攻

： ３３. 応用生命科学専攻 ： ４１. 応用化学専攻

： ３４. 環境資源共生科学専攻 ： ４２. 機械システム工学専攻

： ３５. 農業環境工学専攻 ： ４３. 電子情報工学専攻

： ３６ 農林共生社会科学専攻

質　　問　　事　　項 選　　択　　肢　　欄 回　答　欄

： ３６. 農林共生社会科学専攻

： ３７. 生物生産学専攻

： ３８. 生物工学専攻

： ３９. 資源・環境学専攻

【連合獣医学研究科博士課程】 【BASE博士前期課程】

： ４４. 獣医学専攻 ： ４５. 生物システム応用科学専攻

【技術経営研究科専門職学位課程】 【BASE博士後期課程】

： ４６. 技術リスクマネジメント専攻 ： ４７. 共同先進健康科学専攻

： ４８. 生物システム応用科学専攻

２． 在籍年次 ： ０１． 学部　１年次 ： ０７． 大学院修士　１年次 ２．

： ０２． 学部　２年次 ： ０８． 大学院修士　２年次以上

： ０３． 学部　３年次 ： ０９． 大学院博士　１年次

： ０４． 学部　４年次以上 ： １０． 大学院博士　２年次

： ０５． 学部　獣医学科５年次 ： １１． 大学院博士　３年次以上

： ０６． 学部　獣医学科６年次以上

３． 性別 ： ０１． 男 ： ０２． 女 ３． 0

４． あなたは外国人留学生ですか。 ： ０１． はい ： ０２． いいえ ４． ０

５． ４で「０１」と答えた方に伺います。 ： ０１． 私費留学生 ： ０３． 政府派遣留学生 ５． 0

： ０２． 国費留学生

　　　・「05」と「06」は、獣医学科のみ該当します。

留学生の区分はなんですか。

 

 

 
 
 

記 入 上 の 注 意 

 

 

 

１．平成２４年１０月１日現在で記入してください。 

 

 

２．設問には、可能な範囲でできるだけ正確に回答をしてください。 

 

  なお、設問中の〈 〉内の見出し表示はその設問の調査対象者を示します。 

 

 

３．回答方法は、設問事項の回答欄に該当する事項の番号又は数値等を記入して 

 

  ください。 

 

  なお、複数回答欄を用意してある場合を除いて、一問一答です。 
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2 3

Ⅲ    住　　　居

１３． 住居等について

現在の生活形態は、どちらですか。 ： ０１． 単身生活 ： ０２． 同居生活 １３． 0

１４． ＜本学学生寮に入寮している方＞に伺います。 ： ０１． 満足 ： ０３． やや不満 １４． 0

学生寮にどの程度満足していますか。 ： ０２． やや満足 ： ０４． 不満

「０３」又は「０４」と回答した方は、その内容を

（　　　　　　　　　　）欄にご記入ください。

１５． ＜本学学生寮に入寮していない方＞に伺い ： １５．-Ａ 0

ます。

本学学生寮への入居を希望しますか。 ： １５．-Ｂ 0

： ０１． 自宅だから ： ０３． 集団生活が苦手

： ０２． 単身生活の住居に満足しているか ： ０４． その他（　　　　　　　　　　　　）

１６． ＜外国人留学生の方＞に伺います。 ： ０１． 希望する ： ０２． 希望しない １６． 0

国際交流会館への入居を希望しますか。

１７． ＜国際交流会館に入居している又は入居した ： ０１． 満足 ： ０３． やや不満 １７． 0

ことのある留学生の方＞に伺います。 ： ０２． やや満足 ： ０４． 不満

国際交流会館にどの程度満足していますか。

「０３」又は「０４」と回答した方は、その内容を

（　　　　　　　　　　）欄にご記入ください。

Ａ　【入居を希望する場合の住居タイプ】

０１．シェアタイプ（共同キッチン等）、０２．個室タイプ

Ｂ　【入居を希望しない場合の理由】

質　　問　　事　　項 選　　択　　肢　　欄 回　答　欄

Ⅳ    通　　　学

１８． 主な通学手段・方法は、何ですか。 ： ０１． 徒歩 ： ０４． 自動車 １８． 0

： ０２． 自転車 ： ０５． 公的交通機関

： ０３． オートバイ （電車、バスなど）

１９． 通学の片道の所要時間は、どのくらいですか。 ： ０１． ３０分未満 ： ０４． ９０～１２０分未満 １９． 0

： ０２． ３０～６０分未満 ： ０５． １２０分以上（約　　　　分）

： ０３． ６０～９０分未満

質　　問　　事　　項 選　　択　　肢　　欄 回　答　欄

Ⅱ    経済的状況

６． あなたの１ヶ月の平均収入額は、およそいくら （単位：千円）

ですか。 ： 平均収入額 6．

内訳

： ０１． 家庭（家計支持者）から 6．-01

： ０２． 奨学金（外国人留学生の奨学金・奨励費等を含む） 6．-02

： ０３． 本学における Teaching Assistant（TA）、Research Assistant（RA） 6．-03

： ０４． アルバイト 6．-04

： ０５． その他（　　　　　　　　　　　　） 6．-05

（注）主な費目を記入してください。

（単位：千円）

： 平均支出額 7．

内訳

： ０１． 住居費 7．-01

： ０２． 食費 7．-02

： ０３． 光熱水費（通信費を含む） 7．-03

： ０４． 研究・勉学費・書籍費（授業料を除く） 7．-04

： ０５． 通学費 7．-05

０６ その他（ ） 7 -06

７． あなたの１ヶ月の平均支出額（授業料を除く）は、
およそいくらですか。

質　　問　　事　　項 選　　択　　肢　　欄 回　答　欄

： ０６． その他（　　　　　　　　　　　　） 7．-06

（注）主な費目を記入してください。

８． 授業料の主たる支払い者は、どなたですか。 ： ０１． 父 ： ０５． 兄弟姉妹 ８． 0

： ０２． 母 ： ０６． 祖父母

： ０３． 配偶者 ： ０７． 知人

： ０４． 本人 ： ０８． その他（　　　　　　　　　　　　）

９． 現在、アルバイトをしていますか。 ： ０１． している ： ０２． していない ９． 0

１０． ９で「０１」と答えた方に伺います。 ： ０１． ５時間未満 ： ０４． １５時間～２０時間未満 １０． 0

： ０２． ５時間～１０時間未満 ： ０５． ２０時間以上

： ０３． １０時間～１５時間未満

１１． 経済的理由から学業の継続に困難を感じた ： ０１． ある ： ０２． ない １１． 0

ことがありますか。

１２． １１で「０１」と答えた方に伺います。 ： ０１． 授業料免除 ： ０５． 奨学金 １２． 0

経済的困難をどのように解決していますか。 ： ０２． 入学料免除 ： ０６． 家庭などからの援助 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０３． 本学におけるＴＡ、ＲＡ ： ０７． その他（　　　　　　　　　　　　） 0

： ０４． アルバイト ： ０８． 未解決 0

アルバイトに従事している時間（通勤時間を含め
１週間の総時間）は、どれですか。
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Ⅲ    住　　　居

１３． 住居等について

現在の生活形態は、どちらですか。 ： ０１． 単身生活 ： ０２． 同居生活 １３． 0

１４． ＜本学学生寮に入寮している方＞に伺います。 ： ０１． 満足 ： ０３． やや不満 １４． 0

学生寮にどの程度満足していますか。 ： ０２． やや満足 ： ０４． 不満

「０３」又は「０４」と回答した方は、その内容を

（　　　　　　　　　　）欄にご記入ください。

１５． ＜本学学生寮に入寮していない方＞に伺い ： １５．-Ａ 0

ます。

本学学生寮への入居を希望しますか。 ： １５．-Ｂ 0

： ０１． 自宅だから ： ０３． 集団生活が苦手

： ０２． 単身生活の住居に満足しているか ： ０４． その他（　　　　　　　　　　　　）

１６． ＜外国人留学生の方＞に伺います。 ： ０１． 希望する ： ０２． 希望しない １６． 0

国際交流会館への入居を希望しますか。

１７． ＜国際交流会館に入居している又は入居した ： ０１． 満足 ： ０３． やや不満 １７． 0

ことのある留学生の方＞に伺います。 ： ０２． やや満足 ： ０４． 不満

国際交流会館にどの程度満足していますか。

「０３」又は「０４」と回答した方は、その内容を

（　　　　　　　　　　）欄にご記入ください。

Ａ　【入居を希望する場合の住居タイプ】

０１．シェアタイプ（共同キッチン等）、０２．個室タイプ

Ｂ　【入居を希望しない場合の理由】

質　　問　　事　　項 選　　択　　肢　　欄 回　答　欄

Ⅳ    通　　　学

１８． 主な通学手段・方法は、何ですか。 ： ０１． 徒歩 ： ０４． 自動車 １８． 0

： ０２． 自転車 ： ０５． 公的交通機関

： ０３． オートバイ （電車、バスなど）

１９． 通学の片道の所要時間は、どのくらいですか。 ： ０１． ３０分未満 ： ０４． ９０～１２０分未満 １９． 0

： ０２． ３０～６０分未満 ： ０５． １２０分以上（約　　　　分）

： ０３． ６０～９０分未満

質　　問　　事　　項 選　　択　　肢　　欄 回　答　欄

Ⅱ    経済的状況

６． あなたの１ヶ月の平均収入額は、およそいくら （単位：千円）

ですか。 ： 平均収入額 6．

内訳

： ０１． 家庭（家計支持者）から 6．-01

： ０２． 奨学金（外国人留学生の奨学金・奨励費等を含む） 6．-02

： ０３． 本学における Teaching Assistant（TA）、Research Assistant（RA） 6．-03

： ０４． アルバイト 6．-04

： ０５． その他（　　　　　　　　　　　　） 6．-05

（注）主な費目を記入してください。

（単位：千円）

： 平均支出額 7．

内訳

： ０１． 住居費 7．-01

： ０２． 食費 7．-02

： ０３． 光熱水費（通信費を含む） 7．-03

： ０４． 研究・勉学費・書籍費（授業料を除く） 7．-04

： ０５． 通学費 7．-05

０６ その他（ ） 7 -06

７． あなたの１ヶ月の平均支出額（授業料を除く）は、
およそいくらですか。

質　　問　　事　　項 選　　択　　肢　　欄 回　答　欄

： ０６． その他（　　　　　　　　　　　　） 7．-06

（注）主な費目を記入してください。

８． 授業料の主たる支払い者は、どなたですか。 ： ０１． 父 ： ０５． 兄弟姉妹 ８． 0

： ０２． 母 ： ０６． 祖父母

： ０３． 配偶者 ： ０７． 知人

： ０４． 本人 ： ０８． その他（　　　　　　　　　　　　）

９． 現在、アルバイトをしていますか。 ： ０１． している ： ０２． していない ９． 0

１０． ９で「０１」と答えた方に伺います。 ： ０１． ５時間未満 ： ０４． １５時間～２０時間未満 １０． 0

： ０２． ５時間～１０時間未満 ： ０５． ２０時間以上

： ０３． １０時間～１５時間未満

１１． 経済的理由から学業の継続に困難を感じた ： ０１． ある ： ０２． ない １１． 0

ことがありますか。

１２． １１で「０１」と答えた方に伺います。 ： ０１． 授業料免除 ： ０５． 奨学金 １２． 0

経済的困難をどのように解決していますか。 ： ０２． 入学料免除 ： ０６． 家庭などからの援助 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０３． 本学におけるＴＡ、ＲＡ ： ０７． その他（　　　　　　　　　　　　） 0

： ０４． アルバイト ： ０８． 未解決 0

アルバイトに従事している時間（通勤時間を含め
１週間の総時間）は、どれですか。
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２９． ２８で「０３」又は「０４」と回答した方は、講義室、 ： ０１． 机、椅子 ： ０５． 清掃 ２９． 0

実験室のどのようなところに改善を望み ： ０２． ０６． 0

ますか。 ： ０３． ０７． 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０４． 0

0

0

0

３０． 自習室やＰＣ教室にどの程度満足していますか。 ： ０１． 満足 ： ０３． やや不満 ３０． 0

「０３」又は「０４」と回答した方は、その内容を ： ０２． やや満足 ： ０４． 不満

（　　　　　　　　　　）欄にご記入ください。

３１． 実験・実習の際に危険を感じたことがありまし ： ０１． なかった ３１． 0

たか。 ： ０２． 身近であった

（内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

： ０３． 自分自身にあった

（内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３２． 図書館の利用頻度は、どのくらいですか。 ： ０１． 毎日 ： ０４． 2週間に1回 ３２． 0

： ０２． 週に2～3回 ０５． 1月に1回

： ０３． 週に1回 ０６． ほとんど利用しない

（理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３３． 図書館の主な用途は何ですか。 ： ０１． 学習や研究に必要な文献 ： ０４． 「０３」以外の目的で情報 ３３． 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） （専門書・資料、学術雑誌、 端末を（パソコン）として 0

特に改善を望む教室・実験室がありましたら、教室名（実験室名）および改善希
望について下記の（　　　）欄にご記入ください。

　　　教室名（実験室名）：
　　　改善希望点：

講義室の形 実験器具

機器類（スクリーン・プロジェクター、マイク その他（　　　　　　　　　　　　）

床・壁・天井

電子ジャーナルなど）を閲覧 利用する 0

・借りる ： ０５． 自習室として使う 0

： ０２． 「０１」以外の一般的な文献 ： ０６． グループ学習室として利用する 0

（新聞や一般雑誌などを含 ０７． その他（　　　　　　　　　　） 0

む）を閲覧・借りる。 0

： ０３． 情報端末を利用して文献

検索を行う

３４． 図書館にどの程度満足していますか。 ： ０１． 満足 ： ０３． やや不満 ３４． 0

「０３」又は「０４」と回答した方は、その内容を ： ０２． やや満足 ： ０４． 不満

（　　　　　　　　　　）欄にご記入ください。

３５． 在学中に海外で活動したことがありますか。 ： ０１． ある ： ０２． ない ３５． 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（留学を含む）

３６． ３５で「０２」と答えた方に伺います。 ： ０１． ある ： ０２． ない ３６． 0

在学中に海外で活動する希望がありますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（留学を含む）

３７． ３５又は３６で「０１」と答えた方に伺います。 ： ０１． 語学研修、語学留学 ： ０６． ワーキングホリデー ３７．

その目的・内容は何ですか。（複数回答可） ： ０２． 交換留学 ： ０７． ↓ 0 0

： ０３． 研究活動（準備を含む。） 0 0

： ０４． 異文化交流 ： ０８． 海外インターンシップ 0 0

： ０５． 海外の大学のサマースクール等 ： ０９． その他（　　　　　　　　　　　　） 0 0

0

３８． ３６で「０１」と答えた方に伺います。 ： ０１． 経済的理由 ： ０４． 留年する可能性が高くなるから ３８． 0

海外での活動を妨げる要因は何だと ： ０２． 認定される単位が少ないから ： ０５． 就職活動が遅れるから 0

思いますか。 ： ０６． その他（　　　　　　　　　　　　） 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０３． 語学・海外生活に不安があるから 0

0

青年海外協力隊等の国際ボラ
ンティア

（制度上の問題）

の
順
に
記
入

0

Ⅴ    学業、学習環境

２０． ： ０１． 入学者受入方針を知っている。 ： ０４． 大学憲章を知っている。 ２０． 0

： ０２． 教育課程の編成・実施方針を知っている ： ０５． 全く知らなかった 0

： ０３． 学位授与方針を知っている。 0

： 0

２１．
２０で「０１」,「０２」,「０３」,「０４」と答えた方に伺い
ます。 ： ０１． 入学者選抜要項・募集要項 ： ０４． ２１． 0

どこで知りましたか。（複数回答可） ： ０２． 本学ＨＰ 0

： ０３． オリエンテーション 0

0

２２． 本学に入学してどの程度満足していますか。 ： ０１． 満足 ： ０３． やや不満 ２２． 0

「０３」又は「０４」と回答した方は、その内容を ： ０２． やや満足 ： ０４． 不満

（　　　　　　　　　　）欄にご記入ください。

２３．
カリキュラム（科目の種類・内容・学ぶ順番）にど
の程度満足していますか。 ： ０１． 満足 ： ０３． やや不満

２３． 0

「０３」又は「０４」と回答した方は、その内容を ： ０２． やや満足 ： ０４． 不満

（　　　　　　　　　　）欄にご記入ください。

２４． 教養科目（共通科目）を選択する際に重視 ： ０１． 時間割 ： ０５． 先輩や同級生から得た ２４． 0

した事柄は何ですか。 ： ０２． シラバス（科目の内容） 情報 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０３． シラバス（成績評価の方法） ０６． 初回に出席した際の説明や 0

： ０４． 担当教員 印象 0

： ０７． その他（　　　　　　　　　） 0

回　答　欄

本学の入学者受入方針（アドミッション・ポリ
シー）、教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・
ポリシー）、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）
及び大学憲章を知っていますか。
（複数回答可）

ディプロマポリシー・カリキュラ
ムポリシー（冊子）

質　　問　　事　　項 選　　択　　肢　　欄

0

0

２５． ： ０１． 全くやっていない ： ０５． 週１０時間から２０時間 ２５． 0

： ０２． 週２時間未満 ： ０６． 週２０時間以上

： ０３． 週２時間から６時間

： ０４． 週６時間から10時間

２６． 授業時間外の学習を行うのに必要な施設・ ： ０１． 図書館の開館時間の延長 ： ０４． 無線LANの充実 ２６． 0

設備や対策は何だと思いますか。 ： ０５． 特に不足はない 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０２． 授業時間外の学習スペース ： ０６． その他（　　　　　　　　　　） 0

： ０３． 利用可能なPCの台数 0

0

２７． 授業がよく理解できなかったときや授業に ： ０１． 担当教員に授業中に質問等 ： ０４． 自分で調べる ２７． 0

関連して疑問を抱いたときには、どのように をする ： ０５． その他の対処 0

対処しましたか。 ： ０２． 担当教員に授業時間外に質問 （　　　　　　　　　　　　） 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） 等をする ： ０６． 何もしない 0

： ０３． 先輩や同級生に相談や質問等 0

をする

２８． 講義室、実験室にどの程度満足して ： ０１． 満足 ： ０３． やや不満 ２８． 0

いますか。 ： ０２． やや満足 ： ０４． 不満

（休日開館含む）

学期中は、講義・実験・実習・卒業研究のための
予習・復習・レポート作成・宿題・試験勉強・追加
実験などをすべて合計すると、一週間に平均して
何時間の授業外学習を行っていますか。
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２９． ２８で「０３」又は「０４」と回答した方は、講義室、 ： ０１． 机、椅子 ： ０５． 清掃 ２９． 0

実験室のどのようなところに改善を望み ： ０２． ０６． 0

ますか。 ： ０３． ０７． 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０４． 0

0

0

0

３０． 自習室やＰＣ教室にどの程度満足していますか。 ： ０１． 満足 ： ０３． やや不満 ３０． 0

「０３」又は「０４」と回答した方は、その内容を ： ０２． やや満足 ： ０４． 不満

（　　　　　　　　　　）欄にご記入ください。

３１． 実験・実習の際に危険を感じたことがありまし ： ０１． なかった ３１． 0

たか。 ： ０２． 身近であった

（内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

： ０３． 自分自身にあった

（内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３２． 図書館の利用頻度は、どのくらいですか。 ： ０１． 毎日 ： ０４． 2週間に1回 ３２． 0

： ０２． 週に2～3回 ０５． 1月に1回

： ０３． 週に1回 ０６． ほとんど利用しない

（理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３３． 図書館の主な用途は何ですか。 ： ０１． 学習や研究に必要な文献 ： ０４． 「０３」以外の目的で情報 ３３． 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） （専門書・資料、学術雑誌、 端末を（パソコン）として 0

特に改善を望む教室・実験室がありましたら、教室名（実験室名）および改善希
望について下記の（　　　）欄にご記入ください。

　　　教室名（実験室名）：
　　　改善希望点：

講義室の形 実験器具

機器類（スクリーン・プロジェクター、マイク その他（　　　　　　　　　　　　）

床・壁・天井

電子ジャーナルなど）を閲覧 利用する 0

・借りる ： ０５． 自習室として使う 0

： ０２． 「０１」以外の一般的な文献 ： ０６． グループ学習室として利用する 0

（新聞や一般雑誌などを含 ０７． その他（　　　　　　　　　　） 0

む）を閲覧・借りる。 0

： ０３． 情報端末を利用して文献

検索を行う

３４． 図書館にどの程度満足していますか。 ： ０１． 満足 ： ０３． やや不満 ３４． 0

「０３」又は「０４」と回答した方は、その内容を ： ０２． やや満足 ： ０４． 不満

（　　　　　　　　　　）欄にご記入ください。

３５． 在学中に海外で活動したことがありますか。 ： ０１． ある ： ０２． ない ３５． 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（留学を含む）

３６． ３５で「０２」と答えた方に伺います。 ： ０１． ある ： ０２． ない ３６． 0

在学中に海外で活動する希望がありますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（留学を含む）

３７． ３５又は３６で「０１」と答えた方に伺います。 ： ０１． 語学研修、語学留学 ： ０６． ワーキングホリデー ３７．

その目的・内容は何ですか。（複数回答可） ： ０２． 交換留学 ： ０７． ↓ 0 0

： ０３． 研究活動（準備を含む。） 0 0

： ０４． 異文化交流 ： ０８． 海外インターンシップ 0 0

： ０５． 海外の大学のサマースクール等 ： ０９． その他（　　　　　　　　　　　　） 0 0

0

３８． ３６で「０１」と答えた方に伺います。 ： ０１． 経済的理由 ： ０４． 留年する可能性が高くなるから ３８． 0

海外での活動を妨げる要因は何だと ： ０２． 認定される単位が少ないから ： ０５． 就職活動が遅れるから 0

思いますか。 ： ０６． その他（　　　　　　　　　　　　） 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０３． 語学・海外生活に不安があるから 0

0

青年海外協力隊等の国際ボラ
ンティア

（制度上の問題）

の
順
に
記
入

0

Ⅴ    学業、学習環境

２０． ： ０１． 入学者受入方針を知っている。 ： ０４． 大学憲章を知っている。 ２０． 0

： ０２． 教育課程の編成・実施方針を知っている ： ０５． 全く知らなかった 0

： ０３． 学位授与方針を知っている。 0

： 0

２１．
２０で「０１」,「０２」,「０３」,「０４」と答えた方に伺い
ます。 ： ０１． 入学者選抜要項・募集要項 ： ０４． ２１． 0

どこで知りましたか。（複数回答可） ： ０２． 本学ＨＰ 0

： ０３． オリエンテーション 0

0

２２． 本学に入学してどの程度満足していますか。 ： ０１． 満足 ： ０３． やや不満 ２２． 0

「０３」又は「０４」と回答した方は、その内容を ： ０２． やや満足 ： ０４． 不満

（　　　　　　　　　　）欄にご記入ください。

２３．
カリキュラム（科目の種類・内容・学ぶ順番）にど
の程度満足していますか。 ： ０１． 満足 ： ０３． やや不満

２３． 0

「０３」又は「０４」と回答した方は、その内容を ： ０２． やや満足 ： ０４． 不満

（　　　　　　　　　　）欄にご記入ください。

２４． 教養科目（共通科目）を選択する際に重視 ： ０１． 時間割 ： ０５． 先輩や同級生から得た ２４． 0

した事柄は何ですか。 ： ０２． シラバス（科目の内容） 情報 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０３． シラバス（成績評価の方法） ０６． 初回に出席した際の説明や 0

： ０４． 担当教員 印象 0

： ０７． その他（　　　　　　　　　） 0

回　答　欄

本学の入学者受入方針（アドミッション・ポリ
シー）、教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・
ポリシー）、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）
及び大学憲章を知っていますか。
（複数回答可）

ディプロマポリシー・カリキュラ
ムポリシー（冊子）

質　　問　　事　　項 選　　択　　肢　　欄

0

0

２５． ： ０１． 全くやっていない ： ０５． 週１０時間から２０時間 ２５． 0

： ０２． 週２時間未満 ： ０６． 週２０時間以上

： ０３． 週２時間から６時間

： ０４． 週６時間から10時間

２６． 授業時間外の学習を行うのに必要な施設・ ： ０１． 図書館の開館時間の延長 ： ０４． 無線LANの充実 ２６． 0

設備や対策は何だと思いますか。 ： ０５． 特に不足はない 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０２． 授業時間外の学習スペース ： ０６． その他（　　　　　　　　　　） 0

： ０３． 利用可能なPCの台数 0

0

２７． 授業がよく理解できなかったときや授業に ： ０１． 担当教員に授業中に質問等 ： ０４． 自分で調べる ２７． 0

関連して疑問を抱いたときには、どのように をする ： ０５． その他の対処 0

対処しましたか。 ： ０２． 担当教員に授業時間外に質問 （　　　　　　　　　　　　） 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） 等をする ： ０６． 何もしない 0

： ０３． 先輩や同級生に相談や質問等 0

をする

２８． 講義室、実験室にどの程度満足して ： ０１． 満足 ： ０３． やや不満 ２８． 0

いますか。 ： ０２． やや満足 ： ０４． 不満

（休日開館含む）

学期中は、講義・実験・実習・卒業研究のための
予習・復習・レポート作成・宿題・試験勉強・追加
実験などをすべて合計すると、一週間に平均して
何時間の授業外学習を行っていますか。
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Ⅷ    学生生活

５０． 次の各項目に関して悩みがありますか。 ： ０１． 学業・研究 ： ０６． 対人関係（友人、家族、教員等） ５０．

悩みの強い順に回答してください。 ： ０２． 学内の課外活動（サークル等） ： ０７． 身体健康（体調不良、不眠等） 第１位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０３． 学外の活動（アルバイト等） ： ０８． 精神健康（不安、憂うつ等） 第２位

： ０４． 進路・就職 ： ０９． その他（　　　　　　　　　　　　） 第３位

： ０５． 経済事情 ： １０． 何も悩みがない 第４位

５１． ５０で「０６」と答えた方に伺います。 ： ０１． 友人 ： ０４． 家族 ５１． 0

その相手は誰ですか。 ： ０２． 交際相手 ： ０５． その他（　　　　　　　　　　　　） 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０３． 教員 0

５２． 大学生活の中で困ったことがありましたか。 ： ０１． ある ： ０２． ない ５２． 0

５３． ５２で「０１」と答えた方に伺います。 ： ０１． 学生サポートセンター（教務係・ ： ０６． チューター（留学生の場合） ５３．

どこに又は誰に相談しましたか。
学生生活係）

： ０７． 先輩・友人等 ↓

： ０２． 学生相談室 ： ０８． 家族

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０３． 保健管理センター ： ０９． その他（　　　　　　　　　　　　）

： ０４． 国際センター ： １０． 相談しなかった

： ０５． 学科・専攻教員

５４． 授業以外で教員と話をしますか。 ： ０１． 積極的に話をしている ： ０３． たまに話すこともある ５４． 0

： ０２． ときどき話をする ： ０４． ほとんど話すことはない

５５． 授業以外で学生同士での交流がありますか。 ０１． 積極的に交流している ： ０３． たまにある ５５． 0

０２． ときどきある ： ０４． ほとんど交流することはない

５６．
： ０１． 知っている ： ０２． 知らない ５６． 0

５７．
知 知 な ５７ 0

各キャンパスに学業・進路・就職などの相談に応
じる学生相談室が開設されているのを知っていま
すか。

各キャンパスの保健管理センターでカウンセラー

質　　問　　事　　項 選　　択　　肢　　欄 回　答　欄

の
順
に
記
入

５７．
： ０１． 知っている ： ０２． 知らない ５７． 0

５８． 飲み会・コンパなどで次のような経験はあり ： ０１． 飲酒を強要された ： ０４． セクハラを受けた ５８． 0

ますか。 ： ０２． 一気飲みをさせられた ： ０５． 酔ってけがをしたり 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０３． からまれたり、暴言や暴力を受けた 事故を起こした 0

0

0

５９． 毎週１回、各キャンパスのハラスメント相談室 ： ０１． 知っている ： ０２． 知らない ５９． 0

で、ハラスメント相談員がハラスメントについて

の相談や申立て受付をしているのを知ってい

ますか。

６０． セクシュアル・ハラスメントを受けたことがあり ： ０１． ある ： ０３． わからない ６０． 0

ますか。 ： ０２． ない

６１． ６０で「０１」と回答した方に伺います。 ： ０１． 教職員 ： ０４． 研究室・サークルの仲間 ６１． 0

誰から受けましたか。 ： ０２． 先輩 ： ０５． その他（　　　　　　　　　　　　） 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０３． 同級生 0

６２． セクシュアル・ハラスメント以外のハラスメント ： ０１． ある ： ０３． わからない ６２． 0

を受けたことがありますか。 ： ０２． ない

６３． ６２で「０１」と回答した方に伺います。 ： ０１． 教職員 ： ０４． 研究室・サークルの仲間 ６３． 0

誰から受けましたか。 ： ０２． 先輩 ： ０５． その他（　　　　　　　　　　　　） 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０３． 同級生 0

６４． タバコを吸いますか。 ： ０１． 吸う ： ０３． 吸わない ６４． 0

： ０２． かつて吸っていた

各キャン スの保健管理センタ でカウンセラ
が学生生活やメンタルヘルスの相談に応じている
ことを知っていますか。

Ⅵ    課外活動

３９． 課外活動団体（サークル）に加入していますか。 ： ０１． 加入している ： ０３． 加入したことがない ３９． 0

※回答が０２と０３の方は40～44は記入の必要な
し。 ： ０２． 以前は加入していた

４０． ３９で「０１」と答えた方に伺います。 ： ０１． 文化系サークル ： ０３． 体育系サークル ４０． 0

加入している課外活動は、どれですか。 ： ０２． 音楽系サークル ： ０４． その他（　　　　　　　　　　　　） 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） 0

４１． １週間の平均活動時間は、どれくらいですか。 ： ０１． １時間未満 ： ０３． ５時間～１０時間未満 ４１． 0

： ０２． １時間～５時間未満 ： ０４． １０時間以上

４２． 課外活動に不満がありますか。 ： ０１． ある ： ０２． ない ４２． 0

４３． ４２で「０１」と答えた方に伺います。 ： ０１． 人間関係 ： ０６． 指導者 ４３．

課外活動にどんな不満がありますか。 ： ０２． 学業との両立 ： ０７． 練習施設・設備等 ↓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０３． 健康上の理由 ： ０８． 経済的負担

： ０４． サークル活動の内容 ： ０９． 運営方針

： ０５． アルバイトができない ： １０． その他（　　　　　　　　　　　　）

４４． 課外活動施設・設備にどの程度満足して ： ０１． 満足 ： ０３． やや不満 ４４． 0

いますか。 ： ０２． やや満足 ： ０４． 不満

「０３」又は「０４」と回答した方は、その内容を

（　　　　　　　　　　）欄にご記入ください。

ボ 活動

質　　問　　事　　項 選　　択　　肢　　欄

の
順
に
記
入

回　答　欄

Ⅶ    ボランティア活動

４５． 本学に入学後、ボランティア活動の経験 ： ０１． ある ： ０２． ない ４５． 0

はありますか。

４６． ４５で「０１」と答えた方に伺います。
： ０１． ： ０７． ４６．

内容は何ですか。　　　　（複数回答可）
： ０２． ： ０８．

： ０３． ： ０９．

： ０４． ： １０． 自主防災活動や災害援助活動

： １１． 募金活動、チャリティーバザー

： ０５． ： １２． その他（　　　　　　　　　　　　）

： ０６．

４７． ４５で「０１」と答えた方に伺います。 ： ０１． ほとんど毎日 ： ０４． 年に数回 ４７． 0

従事している頻度は、どれくらいですか。 ： ０２． 週に数日程度 ： ０５． その他（　　　　　　　　　　　　）

： ０３． 月に数日程度

４８． ４５で「０１」と答えた方に伺います。 ： ０１． はい ： ０２． いいえ ４８． 0

ボランティア活動への何らかの支援を （具体的に　　　　　　　　　　　　）

希望しますか。

４９． ４５で「０２」と答えた方に伺います。 ： ０１． はい ： ０２． いいえ ４９． 0

ボランティア活動をしてみたいですか？ （具体的に　　　　　　　　　　　　）

公共施設での活動（公民館・博物館での説
明員等）

社会福祉に関する活動（老人や障害者
等に対する介護、身のまわりの世話、
給食、保育等）

青少年健全育成に関する活動（ボーイ・
ガールスカウト活動、子供会等）

保健・医療・衛生に関する活動（病院ボ
ランティア等）

体育・スポーツ・文化に関する活動（スポー
ツ・リクリエーション指導、まつり、学校での
クラブ活動における指導等）

交通安全に関する活動（子供の登下校
時の安全監視等）

人々の学習活動に関する指導、助言、運
営協力などの活動（料理、英語、書道等）

自然・環境保護に関する活動（環境美化、
自然解説、リサイクル活動等）

国際交流（協力）に関する活動（通訳・難民
援助・技術援助・留学生援助等）

質　　問　　事　　項 選　　択　　肢　　欄 回　答　欄
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Ⅷ    学生生活

５０． 次の各項目に関して悩みがありますか。 ： ０１． 学業・研究 ： ０６． 対人関係（友人、家族、教員等） ５０．

悩みの強い順に回答してください。 ： ０２． 学内の課外活動（サークル等） ： ０７． 身体健康（体調不良、不眠等） 第１位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０３． 学外の活動（アルバイト等） ： ０８． 精神健康（不安、憂うつ等） 第２位

： ０４． 進路・就職 ： ０９． その他（　　　　　　　　　　　　） 第３位

： ０５． 経済事情 ： １０． 何も悩みがない 第４位

５１． ５０で「０６」と答えた方に伺います。 ： ０１． 友人 ： ０４． 家族 ５１． 0

その相手は誰ですか。 ： ０２． 交際相手 ： ０５． その他（　　　　　　　　　　　　） 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０３． 教員 0

５２． 大学生活の中で困ったことがありましたか。 ： ０１． ある ： ０２． ない ５２． 0

５３． ５２で「０１」と答えた方に伺います。 ： ０１． 学生サポートセンター（教務係・ ： ０６． チューター（留学生の場合） ５３．

どこに又は誰に相談しましたか。
学生生活係）

： ０７． 先輩・友人等 ↓

： ０２． 学生相談室 ： ０８． 家族

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０３． 保健管理センター ： ０９． その他（　　　　　　　　　　　　）

： ０４． 国際センター ： １０． 相談しなかった

： ０５． 学科・専攻教員

５４． 授業以外で教員と話をしますか。 ： ０１． 積極的に話をしている ： ０３． たまに話すこともある ５４． 0

： ０２． ときどき話をする ： ０４． ほとんど話すことはない

５５． 授業以外で学生同士での交流がありますか。 ０１． 積極的に交流している ： ０３． たまにある ５５． 0

０２． ときどきある ： ０４． ほとんど交流することはない

５６．
： ０１． 知っている ： ０２． 知らない ５６． 0

５７．
知 知 な ５７ 0

各キャンパスに学業・進路・就職などの相談に応
じる学生相談室が開設されているのを知っていま
すか。

各キャンパスの保健管理センターでカウンセラー

質　　問　　事　　項 選　　択　　肢　　欄 回　答　欄

の
順
に
記
入

５７．
： ０１． 知っている ： ０２． 知らない ５７． 0

５８． 飲み会・コンパなどで次のような経験はあり ： ０１． 飲酒を強要された ： ０４． セクハラを受けた ５８． 0

ますか。 ： ０２． 一気飲みをさせられた ： ０５． 酔ってけがをしたり 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０３． からまれたり、暴言や暴力を受けた 事故を起こした 0

0

0

５９． 毎週１回、各キャンパスのハラスメント相談室 ： ０１． 知っている ： ０２． 知らない ５９． 0

で、ハラスメント相談員がハラスメントについて

の相談や申立て受付をしているのを知ってい

ますか。

６０． セクシュアル・ハラスメントを受けたことがあり ： ０１． ある ： ０３． わからない ６０． 0

ますか。 ： ０２． ない

６１． ６０で「０１」と回答した方に伺います。 ： ０１． 教職員 ： ０４． 研究室・サークルの仲間 ６１． 0

誰から受けましたか。 ： ０２． 先輩 ： ０５． その他（　　　　　　　　　　　　） 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０３． 同級生 0

６２． セクシュアル・ハラスメント以外のハラスメント ： ０１． ある ： ０３． わからない ６２． 0

を受けたことがありますか。 ： ０２． ない

６３． ６２で「０１」と回答した方に伺います。 ： ０１． 教職員 ： ０４． 研究室・サークルの仲間 ６３． 0

誰から受けましたか。 ： ０２． 先輩 ： ０５． その他（　　　　　　　　　　　　） 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０３． 同級生 0

６４． タバコを吸いますか。 ： ０１． 吸う ： ０３． 吸わない ６４． 0

： ０２． かつて吸っていた

各キャン スの保健管理センタ でカウンセラ
が学生生活やメンタルヘルスの相談に応じている
ことを知っていますか。

Ⅵ    課外活動

３９． 課外活動団体（サークル）に加入していますか。 ： ０１． 加入している ： ０３． 加入したことがない ３９． 0

※回答が０２と０３の方は40～44は記入の必要な
し。 ： ０２． 以前は加入していた

４０． ３９で「０１」と答えた方に伺います。 ： ０１． 文化系サークル ： ０３． 体育系サークル ４０． 0

加入している課外活動は、どれですか。 ： ０２． 音楽系サークル ： ０４． その他（　　　　　　　　　　　　） 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） 0

４１． １週間の平均活動時間は、どれくらいですか。 ： ０１． １時間未満 ： ０３． ５時間～１０時間未満 ４１． 0

： ０２． １時間～５時間未満 ： ０４． １０時間以上

４２． 課外活動に不満がありますか。 ： ０１． ある ： ０２． ない ４２． 0

４３． ４２で「０１」と答えた方に伺います。 ： ０１． 人間関係 ： ０６． 指導者 ４３．

課外活動にどんな不満がありますか。 ： ０２． 学業との両立 ： ０７． 練習施設・設備等 ↓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０３． 健康上の理由 ： ０８． 経済的負担

： ０４． サークル活動の内容 ： ０９． 運営方針

： ０５． アルバイトができない ： １０． その他（　　　　　　　　　　　　）

４４． 課外活動施設・設備にどの程度満足して ： ０１． 満足 ： ０３． やや不満 ４４． 0

いますか。 ： ０２． やや満足 ： ０４． 不満

「０３」又は「０４」と回答した方は、その内容を

（　　　　　　　　　　）欄にご記入ください。

ボ 活動

質　　問　　事　　項 選　　択　　肢　　欄

の
順
に
記
入

回　答　欄

Ⅶ    ボランティア活動

４５． 本学に入学後、ボランティア活動の経験 ： ０１． ある ： ０２． ない ４５． 0

はありますか。

４６． ４５で「０１」と答えた方に伺います。
： ０１． ： ０７． ４６．

内容は何ですか。　　　　（複数回答可）
： ０２． ： ０８．

： ０３． ： ０９．

： ０４． ： １０． 自主防災活動や災害援助活動

： １１． 募金活動、チャリティーバザー

： ０５． ： １２． その他（　　　　　　　　　　　　）

： ０６．

４７． ４５で「０１」と答えた方に伺います。 ： ０１． ほとんど毎日 ： ０４． 年に数回 ４７． 0

従事している頻度は、どれくらいですか。 ： ０２． 週に数日程度 ： ０５． その他（　　　　　　　　　　　　）

： ０３． 月に数日程度

４８． ４５で「０１」と答えた方に伺います。 ： ０１． はい ： ０２． いいえ ４８． 0

ボランティア活動への何らかの支援を （具体的に　　　　　　　　　　　　）

希望しますか。

４９． ４５で「０２」と答えた方に伺います。 ： ０１． はい ： ０２． いいえ ４９． 0

ボランティア活動をしてみたいですか？ （具体的に　　　　　　　　　　　　）

公共施設での活動（公民館・博物館での説
明員等）

社会福祉に関する活動（老人や障害者
等に対する介護、身のまわりの世話、
給食、保育等）

青少年健全育成に関する活動（ボーイ・
ガールスカウト活動、子供会等）

保健・医療・衛生に関する活動（病院ボ
ランティア等）

体育・スポーツ・文化に関する活動（スポー
ツ・リクリエーション指導、まつり、学校での
クラブ活動における指導等）

交通安全に関する活動（子供の登下校
時の安全監視等）

人々の学習活動に関する指導、助言、運
営協力などの活動（料理、英語、書道等）

自然・環境保護に関する活動（環境美化、
自然解説、リサイクル活動等）

国際交流（協力）に関する活動（通訳・難民
援助・技術援助・留学生援助等）

質　　問　　事　　項 選　　択　　肢　　欄 回　答　欄
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Ⅸ    進路（就職・進学）

７２． 将来の希望進路はどちらですか。 ： ０１． 就職 ： ０３． 未定 ７２． 0

： ０２． 進学 ： ０４． その他（　　　　　　　　　　　　）

７３． 進路を考える上での情報入手手段は、 ： ０１． 指導教員 ： ０５． インターネット ７３． 0

何ですか。 ： ０２． 就職担当教員 ： ０６． 親・親戚等 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０３． 先輩・知人 ： ０７． 大学内資料 0

： ０４． 新聞・マスコミ・就職情報誌 ： ０８． その他（　　　　　　　　　　　　） 0

0

0

0

0

７４． 将来の希望職種は、何ですか。 ： ０１． 公務員（研究・技術職） ： ０５． 教育職 ７４．

： ０２． 公務員（行政職） ： ０６． 自営業 0

　　　　　　　　　　　　　　（第二志望まで回答可） ： ０３． 民間企業（研究・技術職） ： ０７． 起業 0

： ０４． 民間企業（事務職） ： ０８． その他（　　　　　　　　　　 　　）

７５． どのような就職支援を希望しますか。 ： ０１． 会社説明会の充実 ： ０４． インターンシップの充実 ７５． 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０２． 就職ガイドブックの充実 ： ０５． 就職相談窓口の充実 0

： ０３． 就職情報コーナーの充実 ： ０６． その他（　　　　　　　　　　　　） 0

0

0

0

７６． インターンシップの経験はありますか ： ０１． ある ： ０２． ない ７６． 0

第一志望

第二志望

質　　問　　事　　項 選　　択　　肢　　欄 回　答　欄

７７． ７６で「０１」と回答した方に伺います。 ： ０１． 満足 ： ０３． やや不満 ７７． 0

： ０２． やや満足 ： ０４． 不満
インターンシップに参加して、どの程度満足してい
ます。
「０３」又は「０４」と回答した方は、その内容を
（　　　　　　　　　　）欄にご記入ください。

６５． ： ０１． 満足 ： ０３． やや不満 ６５． 0

： ０２． やや満足 ： ０４． 不満

「０３」又は「０４」と回答した方は、その内容を

（　　　　　　　　　　）欄にご記入ください。

６６． 農学部福利厚生センター及び工学部総合会館、   Ａ．生協食堂

エリプスをどれくらいの頻度で利用していますか。 ： ０１． よく利用する ： ０２． ときどき利用する ： ０３． 全く利用しない
６６．-Ａ 0

（主に活動しているキャンパスの施設について   Ｂ．エリプス

答えてください。） ： ０１． よく利用する ： ０２． ときどき利用する ： ０３． 全く利用しない ６６．-Ｂ 0

  Ｃ．喫茶室（オリザ）

： ０１． よく利用する ： ０２． ときどき利用する ： ０３． 全く利用しない ６６．-Ｃ 0

  Ｄ．生協購買部（売店）

： ０１． よく利用する ： ０２． ときどき利用する ： ０３． 全く利用しない ６６．-Ｄ 0

６７．
食堂・エリプス・喫茶室（オリザ）にどの程度満足
していますか。 ： ０１． 満足 ： ０３． やや不満

６７． 0

「０３」又は「０４」と回答した方は、その内容を ： ０２． やや満足 ： ０４． 不満

（　　　　　　　　　　）欄にご記入ください。

６８．
生協購買部（売店）にどの程度満足しています
か。 ： ０１． 満足 ： ０３． やや不満 ６８． 0

「０３」又は「０４」と回答した方は、その内容を ： ０２． やや満足 ： ０４． 不満

（　　　　　　　　　　）欄にご記入ください。

キャンパス内のマナー（自転車駐輪、タバコ、ゴ
ミ）についてどの程度満足していますか。

６９． ： ０１． トイレ ： ０５． PC環境（無線LAN等を含む） ６９． 0

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　） （具体的に　　　　　　　　　　　　　　） 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０２． 駐車場 ： ０６． 自動販売機 0

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　） （具体的に　　　　　　　　　　　　　　） 0

： ０３． 駐輪場 ： ０７． ロッカー 0

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　） （具体的に　　　　　　　　　　　　　　） 0

： ０４． リフレッシュ空間 ： ０８． その他 0

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　） （具体的に　　　　　　　　　　　　　　） 0

７０． 大学祭に参加しましたか。 ： ０１． 積極的に参加した ： ０３． 参加しなかった ７０． 0

： ０２． 参加した （理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

７１． 〈外国人留学生〉の方にお伺いします。 ： ０１． 留学生の手引き ： ０６． チューター以外の日本人学生 ７１． 0

留学生活に必要な情報はどこから得ていま ： ０２． 留学生センターの教職員 ： ０７． インターネット 0

すか。 ： ０３． 担任教員や指導教員 ： ０８． その他（　　　　　　　　　　） 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０４． 他の留学生 ： ０９． 情報が得られない 0

： ０５． チューター 0

0

0

0

0

キャンパスの施設・設備環境（講義室・実験室を
除く）で改善を希望するところはどこですか。
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Ⅸ    進路（就職・進学）

７２． 将来の希望進路はどちらですか。 ： ０１． 就職 ： ０３． 未定 ７２． 0

： ０２． 進学 ： ０４． その他（　　　　　　　　　　　　）

７３． 進路を考える上での情報入手手段は、 ： ０１． 指導教員 ： ０５． インターネット ７３． 0

何ですか。 ： ０２． 就職担当教員 ： ０６． 親・親戚等 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０３． 先輩・知人 ： ０７． 大学内資料 0

： ０４． 新聞・マスコミ・就職情報誌 ： ０８． その他（　　　　　　　　　　　　） 0

0

0

0

0

７４． 将来の希望職種は、何ですか。 ： ０１． 公務員（研究・技術職） ： ０５． 教育職 ７４．

： ０２． 公務員（行政職） ： ０６． 自営業 0

　　　　　　　　　　　　　　（第二志望まで回答可） ： ０３． 民間企業（研究・技術職） ： ０７． 起業 0

： ０４． 民間企業（事務職） ： ０８． その他（　　　　　　　　　　 　　）

７５． どのような就職支援を希望しますか。 ： ０１． 会社説明会の充実 ： ０４． インターンシップの充実 ７５． 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０２． 就職ガイドブックの充実 ： ０５． 就職相談窓口の充実 0

： ０３． 就職情報コーナーの充実 ： ０６． その他（　　　　　　　　　　　　） 0

0

0

0

７６． インターンシップの経験はありますか ： ０１． ある ： ０２． ない ７６． 0

第一志望

第二志望

質　　問　　事　　項 選　　択　　肢　　欄 回　答　欄

７７． ７６で「０１」と回答した方に伺います。 ： ０１． 満足 ： ０３． やや不満 ７７． 0

： ０２． やや満足 ： ０４． 不満
インターンシップに参加して、どの程度満足してい
ます。
「０３」又は「０４」と回答した方は、その内容を
（　　　　　　　　　　）欄にご記入ください。

６５． ： ０１． 満足 ： ０３． やや不満 ６５． 0

： ０２． やや満足 ： ０４． 不満

「０３」又は「０４」と回答した方は、その内容を

（　　　　　　　　　　）欄にご記入ください。

６６． 農学部福利厚生センター及び工学部総合会館、   Ａ．生協食堂

エリプスをどれくらいの頻度で利用していますか。 ： ０１． よく利用する ： ０２． ときどき利用する ： ０３． 全く利用しない
６６．-Ａ 0

（主に活動しているキャンパスの施設について   Ｂ．エリプス

答えてください。） ： ０１． よく利用する ： ０２． ときどき利用する ： ０３． 全く利用しない ６６．-Ｂ 0

  Ｃ．喫茶室（オリザ）

： ０１． よく利用する ： ０２． ときどき利用する ： ０３． 全く利用しない ６６．-Ｃ 0

  Ｄ．生協購買部（売店）

： ０１． よく利用する ： ０２． ときどき利用する ： ０３． 全く利用しない ６６．-Ｄ 0

６７．
食堂・エリプス・喫茶室（オリザ）にどの程度満足
していますか。 ： ０１． 満足 ： ０３． やや不満

６７． 0

「０３」又は「０４」と回答した方は、その内容を ： ０２． やや満足 ： ０４． 不満

（　　　　　　　　　　）欄にご記入ください。

６８．
生協購買部（売店）にどの程度満足しています
か。 ： ０１． 満足 ： ０３． やや不満 ６８． 0

「０３」又は「０４」と回答した方は、その内容を ： ０２． やや満足 ： ０４． 不満

（　　　　　　　　　　）欄にご記入ください。

キャンパス内のマナー（自転車駐輪、タバコ、ゴ
ミ）についてどの程度満足していますか。

６９． ： ０１． トイレ ： ０５． PC環境（無線LAN等を含む） ６９． 0

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　） （具体的に　　　　　　　　　　　　　　） 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０２． 駐車場 ： ０６． 自動販売機 0

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　） （具体的に　　　　　　　　　　　　　　） 0

： ０３． 駐輪場 ： ０７． ロッカー 0

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　） （具体的に　　　　　　　　　　　　　　） 0

： ０４． リフレッシュ空間 ： ０８． その他 0

（具体的に　　　　　　　　　　　　　　） （具体的に　　　　　　　　　　　　　　） 0

７０． 大学祭に参加しましたか。 ： ０１． 積極的に参加した ： ０３． 参加しなかった ７０． 0

： ０２． 参加した （理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

７１． 〈外国人留学生〉の方にお伺いします。 ： ０１． 留学生の手引き ： ０６． チューター以外の日本人学生 ７１． 0

留学生活に必要な情報はどこから得ていま ： ０２． 留学生センターの教職員 ： ０７． インターネット 0

すか。 ： ０３． 担任教員や指導教員 ： ０８． その他（　　　　　　　　　　） 0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可） ： ０４． 他の留学生 ： ０９． 情報が得られない 0

： ０５． チューター 0

0

0

0

0

キャンパスの施設・設備環境（講義室・実験室を
除く）で改善を希望するところはどこですか。

 115 



 116 
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Ⅹ 　　要望・意見等 質問事項１．の所属学科・専攻等の番号を記入してください。

 

　学生生活全般について、大学に対する意見・要望等がありましたら、意見・要望等をできるだけ具
体的に記入してください。

◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・◇・

　この調査は、１０月２６日（金）までに記入漏れや誤りがないことをお確かめの上、各所属学科等の担当者

へ提出してください。

ご協力ありがとうございました。

提出してくださ 。




